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2026年度　井上地域児童クラブ増築工事

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様
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建　築　工　事　特　記　仕　様　書

発生材の処理
・引渡しを要するもの（
・特別管理産業廃棄物（
受入れ施設名・所在地(km)

・再生資源化を図るもの
種　　類

）
）

受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

・  建設汚泥
・　建設発生木材

・　アスファルト
コンクリート塊

・　セメント
コンクリート塊

・現場において再利用を図るもの（
・その他の廃棄物（安定型)(
受入れ施設名・所在地(km)

・その他の廃棄物（管理型)(
受入れ施設名・所在地(km)

）
）

）

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。
また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること。

１　工事番号・名称
２　工　事　場　所
３　用途地域等

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）

４　主　要　用　途
５　敷　地　面　積
６　工 事 の 概 要

Ⅰ　工  事  概  要

(1.3.11)
処理等

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　指定なし　　　）

08220　児童福祉施設等
㎡

１．地域児童クラブ増築工事　建築面積： 80.03 ㎡　延床面積： 79.11 ㎡

３．外構工事

７　別 途 工 事

８　そ　　の　　他

・既存什器移動等

・

９　特記仕様書の範囲
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・　構造特記仕様書　　　　・　外構工事特記仕様書　　　　・　植栽工事特記仕様書
・　解体工事特記仕様書　　・　電気設備工事特記仕様書　　・　機械設備工事特記仕様書
・

１．共通仕様
図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

２．特記仕様
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適
用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の（　）、＜　＞及び［　］内の表示番号は、それぞれ「標準仕様書」、
「改修標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

指示に従うこと。

・　施工体系図を現場に掲示すること。

・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督職員に報告の上，

・　受注者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の
円滑な進捗をはかること。

１．一般事項

２．適用基準等

・建築工事標準詳細図：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(最新版)
・建築構造設計基準：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(最新版)

・公共建築改修工事標準仕様書：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(最新版)

・長野県建設リサイクル推進指針
・建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事）
・建築物解体工事共通仕様書同解説：国土交通省大臣官房営繕部監修(最新版)
・工事写真の撮り方(改訂第二版)建築編：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
・長野県建築工事の手引：長野県建設部施設課監修 

・公共建築工事標準仕様書：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(最新版)

登録
(CORINS)の

(1.1.4)
工事の請負額が500万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）
の登録をすること。登録する場合は、内容について監督職員の承諾を受けた
後、次に示す時期内に登録の手続きを行うとともに、登録されたことを証明
する資料を監督職員に提出すること。
なお、変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の提出を省略
できるものとする。
　①　工事受注時　　　契約締結後10日間
　②　登録内容変更時　変更契約締結後10日以内

※　適用する

　③　工事完了時　　　工事完了後10日以内

・　適用する ※　適用しない
技術者

(1.3.3)

３．工事実績情報

４．発生材の

５．電気保安

塗装工事
内装工事

・塗装（建築塗装作業）
・内装仕上施工 ・プラスチック系床仕上工事作業

・ボード仕上工事作業

・表装（壁装作業）

排水工事 ・配管（建築配管作業）
舗装工事 ・路面標示施工

　 保険期間　　　※　工事着手から工事目的物引き渡しまで
　 保険の種類　　※　火災保険　　※　建設工事保険
 工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

 施工範囲　　各工事の区分表による。
 施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して
 　　　　　監督職員の承諾を受ける。

　　取合い

 　　・シートゲート（H=　　，W=　　）×　　　箇所

 ・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）
　　　 備品（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）

 ・　配置する（　　日 　×　　人　＝　　　人日）　　※　配置しない

 ※　設ける

 ※　シート張り　　・　金網養生

 ・　トラッククレーン（　ｔ吊り）×　　　日
 ・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）×　　　日

仮囲いの位置及び延長は図示による。 ・　設けない
 　　・キャスターゲート（H=　　，W=　　）×　　　箇所

３.交通誘導員

１.仮囲い

２.危害防止

４.揚重機械器具

　　　　　　 　　　　　　発生場所

１．埋戻し及び
　　盛土の種別

 種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 (3.2.3)(表3.2.1)
 　　　　Ｃ種の場合    建設発生土受入数量　　　　　　㎡

 ・　構内指示の場所に敷きならす。
 ・　構内指示の場所にたい積する。
 ・　構外指示の場所に搬出する。
　　　　 受入れ施設名・所在地（km）

(3.2.5)２．建設発生土の
　　処理

１．支持地盤 (3.2.1)(4.2.4)(4.3.4)(4.3.5)(4.4.4)(4.5.5)(4.5.6)
・直接基礎
　　支持層の位置及び土質(基礎底部の位置含む)
　　　・図示による　　・　

(4.6.2～3) 材料

 範囲
 　・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下、土間コンクリート下
 　・図示による
 厚さ

 　砂利　　※　再生クラッシャラン　　・　

 厚さ

 範囲
 　・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下　　　・図示による

 設計基準強度

 スランプ

 　※50mm　　　・　

 　※18N/mm2　　　・　

 　※15cm又は18cm　　　・　

　　リート地業

 材料

 　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)
 範囲

(4.6.2)(4.6.5)
 　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　　・　

 鉄筋の種類等
種類の記号

※　ＳＤ３４５

呼　び　径　（mm） 備　　考

(5.2.1)

 鉄線の形状等

 鉄筋の継手の方法等
(5.3.4)

(5.2.2)

 ・溶接金網
 ・鉄筋格子

種類 種類の記号 形状、網目寸法、径(mm) 使 用 部 位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋
その他の鉄筋(　　　　　)

 ※ガス圧接 ・機械式継手

 ※重ね継手  ※D16以下

 ※D19以上
 ・重ね継手
 ・　
 ・　

種類 種類の記号 呼 び 径 (mm)継手の方法

 ・重ね継手

 ・溶接継手

１．鉄筋

２．溶接金網

３．鉄筋の継手

 鉄筋の定着長さ

 最小かぶり厚さ

 軽量コンクリートを適用する場合

 耐久性上不利な箇所がある場合(塩害等を受けるおそれのある部分等)
 　・有り(※図示による)　適用箇所(　　　　　)

 　・有り(※図示による)　適用箇所(　　　　　)

(5.3.4)

(5.3.5)

 　※図示による　　　・　

 　※図示による　　　・　

４．鉄筋の定着

５．鉄筋のかぶり

　 (溶接金網含む)

   各部の配筋は，図示による。図示がなければ，標準仕様書 末尾 
 資料の｢各部配筋　参考図」による。

(5.3.7)

 種　別　　　※　Ⅰ類　　　　・　Ⅱ類

適　　用　　箇　　所
・　２４
Ｆｃ　(Ｎ/mm２)

 基礎，基礎梁，土間スラブ　　※　１５cm　　・　１８cm
 柱，梁，スラブ，壁　　　　　※　１８cm

　適用箇所   セメントの種類
(6.3.1)

(6.2.2)

(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)

 軽量コンクリート
Ｆｃ　(Ｎ/mm２) 適　　用　　箇　　所

 構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による

 構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による

(6.2.4)(表6.2.2)

 アルカリシリカ反応性による区分
 　　・A　　　・B

(6.3.1)

１．コンクリート
の種類

３．スランプ

　　種類
４. セメントの

５. 骨材

(6.8.2) せき板の材料及び厚さ

  ・断熱材を兼用した型枠材
  ・合板(※12mm　・　　　　　　)

 　　使用箇所　　※図示による　　　・　
 スリーブの材種・規格等
 　・図示による　　　・　

※図示による(　　　　　)

　記のグレード以上の工場
※　指定性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通大臣の認定を受けた下

(7.1.3)

　　・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　・　Ｍ　　　・　Ｒ　　　・　Ｊ
 ・ 本物件と同等規模構造の施工実績を有し、監督職員の承諾する工場

※　施工監理技術者（※配置する　・配置しない） (7.1.4)

規　　　　　格
(7.2.1)(表7.2.1)

種類の記号

※図示による(　　　　　)
※図示による(　　　　　)

※JISによる　・　
※JISによる　・　
※JISによる　・　

適用箇所

　　製作工場

２．鋼材の種別

ボルト及びナットの材料

 座金

ボルトの径
 　・図示による　　　　　・　

　 ・図示による　　　　　・　

(7.2.3)

(7.3.2)ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・標準仕様書 表7.2.3による　　　・　

　・標準仕様書7.2.3(4)による　　　・　

構造用アンカーボルト
　種類

建方用アンカーボルト
　種類

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
　 ・図示による　　　　　・　

(7.3.2)

 　　・SS400　　　・　
アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

(7.2.4)

溶接材料 (7.2.5)

種類

 　・　

 　建築用ターンバックルボルト
 　　※羽子板ボルト　　　・　
　 建築用ターンバックル胴
 　　※割枠式　　　・　

(7.2.6)

 　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による

　 　・標準仕様書 表7.2.3による　　　・　

プレハブメーカー社内検査による

※図示による（Ｓ－04）

 ボルトの接合部
 　・普通ボルト接合　　　・　

(7.11.2)

防水工事

石工事
タイル工事
木工事

・建築板金（内外装板金作業）

・建築大工（大工工事作業）
・タイル張り（タイル張り作業）
・石材施工（石張り作業）

屋根及びとい工事

・防水施工 ・アスファルト防水工事作業
・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
・合成ゴム系シート防水工事作業
・塩化ビニル系シート防水工事作業
・シーリング防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業 

・内装仕上施工（鋼製下地工事作業）金属工事
・建築板金（内外装板金作業）

左官工事
建具工事 ・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）

・左官（左官作業）
・バルコニー施工（金属バルコニー工事作業）

 技能検定職種（技能検定作業）　工　事　種　目

    置する。

(1.5.2)

   士を配置する。

鉄骨工事

コンクリート工事

仮設工事
鉄筋工事 ・鉄筋施工（鉄筋組立作業）

・型枠施工（型枠工事作業）
・コンクリート圧送施工（コンクリート圧送工事作業）

※　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は単一級技能士を配

※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能

　　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。
特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

材料の品質等 (1.4.2)８．建築材料等

ホルムアルデヒド仕様
使用する材料のホルムアルデヒド放散量は、次のとおりとする。

１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品
２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
ｂ．接着剤等不使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させ
ない材料使用

ない塗料使用
ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させ

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合の建築材料

　　試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法
　と測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製
　造所の定める仕様により行う。

　測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

　　ｃ試料採取方法，測定方法，使用した測定機器
　　　完成時から測定日までの日数）
　　　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　　ｂ試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　　ａ測定結果

　測定結果等報告書の提出

　採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/m3 ・ 0.88ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）
※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）　測定対象物質

(1.5.9)※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への掲示については，
 　 施設管理者に依頼する。

総揮発性有機化合物の測定は「24章 総揮発性有機化合物（TVOC）測定」参照

※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   200μg/m3 ・ 0.05ppm）

　　次の事項を記載した報告書を１部提出する。

度の測定
の化学物質濃

９．室内の空気中

 「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」に記載されていない特別な材料の工
 法は、当該製品の指定工法とする。

10．特別な材料の
    工法

 ※　図　示 ・　現状平均地盤高

(1.3.9)
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも
に，監督職員から指示があった場合は「事故報告書」を指示する期日までに
監督職員に提出する。

・現場説明書による
・本工事は須坂市週休2日工事実施要領(令和6年4月1日適用)に基づき、発注

(1.3.5)６.条件明示項目

2026年度　井上地域児童クラブ増築工事

７．事故報告

11．設計G.L.

12．技　能　士

・とび（とび作業）

・鉄工（構造物鉄工作業）

　測定する室等：（  遊戯室・ケア室              ）

13．設備工事との

14．火災保険等

５.監督職員事務所

 ・　設置しない ※　設置する６.工事表示板

(2.2.4)

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 ※　指定しない　　・　指定する（図示）

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

(2.2.4)

７.工事用水

８.工事用電力

９.工事用通路

10．足場等

２．砂利地業

３．捨コンク

４．床下防湿層

※　ＳＤ２９５

6Φ150ｘ150 土間コンクリート

D10、D13

６．各部配筋

２．設計基準強度  普通コンクリート

・　２１ 基礎、土間
・　１８ 捨てコンクリート

　建物躯体

６. 型枠

　　厚さ及び間隔

３．普通ボルト

５．溶接材料

７．溶接部の試験

８．錆止め塗装

４．アンカーボルト

９．軽量形鋼構造

須坂市大字幸高字苅屋294-7の内、276-2の内（幸高町）

２．既存児童クラブ改修工事　建築面積：179.76 ㎡　延床面積：159.22 ㎡

「公共建築工事標準仕様書(最新版）」(以下、「標準仕様書」という。）による。ただし、標
準仕様書に記載されていない事項は、「公共建築改修工事標準仕様書(最新版）（以下「改修
標準仕様書」という。）「公共建築木造工事標準仕様書（最新版)」（以下「木造標準仕様書」
という。）及び「建築物解体工事共通仕様書 (最新版）」(以下「解体共通仕様書」という。）
による。なお、施工条件明示書は、特記仕様書に含める。

その他の地域・地区（　市街化調整区域、都市計画法第34条第11号区域　）

者指定方式による週休2日工事(通期による2日促進工事)を行うものとする。 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業
・加熱ペイントマシンマーカー作業

・改質アスファルトシートトーチ防水工事作業

 　※100mm　　　・　

１．鉄骨の

 　　・ABR400　　　・ABR490　　　・　図示による

６．ターンバックル

・ 高炉セメントB種
・ フライアッシュセメントB種

※ 普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、
　 シリカセメントA種又はフライアッシュセメントA種
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 下表以外は、標準仕様書表9.7.1による。
(9.7.2)(9.7.3)(9.7.5)(表9.7.1)

施工箇所 シーリング材の種類(記号)

 仕上げを行わない施工箇所(・図示による　　・　　　　　)
 シーリング材の目地寸法

 　・図示による　　　・　
 　※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

 施工
 箇所

タイルの形状、寸法等

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・・

・

・・

・

・・

・

(11.2.2、6)

(mm)
種類

　　タルによる
　　タイル張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメ
既調合モルタル

既調合目地材

材料のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆又は標準仕様書12.2.1(1)(ｳ)(b)による
・

(12.2.1)

・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材
(12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)

施工箇所
寸法
（mm）

等級 含水率 保存処理

※2級
・
※2級
・

※A種 　・B種 　・　

※A種 　・B種 　・　

１．施工一般

２．製材

(12.2.1)・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 品名 樹種名
寸法
（mm）

見付け材面の品質見付け材面

※1等 ・2等
※1等 ・2等

３．造作用集成材

(12.2.1)・「合板の日本農林規格」による普通合板

施工箇所
（mm） 樹種名
厚さ 単板の 接着の

程度
板面の品質 防虫処理

広葉樹
※2等以上
・1等
針葉樹
※C-D以上
・

※1類
・2類

※5.5 ・適用する
・適用しない

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

施工箇所
強度
等級

防虫
処理

厚さ
（mm）

板面の
品質

接着の
程度

単板の
樹種名

等級

・1級
※1類
・特類

※C-D以上
・

※12

　しない
・適用
　する
・適用

・適用
　する
（　　）
・適用

接着剤のホルムアルデヒドの放散量 (12.2.2、3)
※F☆☆☆☆　　・　

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
※杉又は松　　・　

・床組みに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
※杉又は松　　・　

(12.4.1)

・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.5.1)
※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

　　組及び床組み

　　その他

施工箇所 形式
耐火
性能

・有り

・無し

軒先
面戸板

厚さ
（mm）よる区分

材料に

※鋼板製 
・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

耐力に
よる区分

(　　　)種

による区分
山高

(13.2.2)(13.3.2)(表13.2.1)

材料

断熱材張り

・行わない

　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（・5類(AZ150)　・　　　　　　　）

・適用する　　・適用しない
折板のけらば納め
※けらば包みによる方法

耐雪性能に対応した工法の適用 

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）
・設置しない

雪止め

(13.5.2、3)(表13.5.4)といその他の材種
・配管用鋼管
・硬質ポリ塩化ビニル管
・ルーフドレン
・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　）
・
とい受金物
材種
※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの）
・
形状
※市販品（とい径 100 以下）
・25×4.5(㎜)以上（とい径 100 を超えるもの）
・
取付け間隔
※標準仕様書表13.5.2による
・

足金物
材種
※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの)
・
形状

取付け間隔
※標準仕様書表13.5.2による
・

※市販品　　・　

(14.4.2～4)(表14.4.1)野縁等の種類
屋外
※25形　　・19形
屋内
※19形　　・25形

　　下地

スタッド、ランナの種類 
※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

・ 
スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

出入口及びこれに準ずる開口部の補強
※標準仕様書14.5.4.(5)による
・ 

(14.5.3、4)(表14.5.1)

※図示による　　・　

　　下地

(15.3.2、5)モルタル
・現場調合材料
・既調合材料

１．モルタル塗り

屋外のタイル張り下地及び屋内の吹抜け部分等のタイル張りの下地モルタル
塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験
・適用する　　・適用しない 

(16.1.4)建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　　　　　
            　　　　　　※行わない

性能値等 (16.2.2、4、5) (表14.2.1)（表16.2.1、2)
　　製建具 プレハブメーカー仕様による

枠の見込み寸法（※建具表による　　・　　　　　　）
材料
ステンレス鋼板

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL　　・　

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

形状及び仕上げ
表面処理 
外部に面する建具　 　
種別
※BB-1　　・BB-2　　（標準仕様書表14.2.1）
着色
※標準色　　・特注色

結露水の処理方法
・水貯め式　　・排水式

(16.2.3)

網目

・防虫網 ・

網目寸法15mm・防鳥網

※0.25mm以上
・

1.5mm

・ガラス繊維入り合成樹脂製 
※合成樹脂製 

・ステンレス(SUS316)製  
ステンレス(SUS304)線材

材質種類 線径
※16～18メッシュ 

材料
鋼板
・亜鉛めっき鋼板
・ビニル被覆鋼板
・カラー鋼板
・ステンレス鋼板

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL　　・　

建具材の加工、組立時の含水率 (16.7.2～4)
※A種　　・　
建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 
※F☆☆☆☆　　・　　

・フラッシュ戸 
表面材のホルムアルデヒド放散量等
※標準仕様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による　　

表面材の合板の種類 

表面の樹種

接着の程度（・1類　　・2類 ）

規格等 備考合板の種類

樹種名（　　　　　　） 
接着の程度（・1類　　・2類 ） 

・普通合板

・天然木 化粧合板 

板面の品質（※広葉樹1等　　・　　　　） 

表面板の厚さ
※表16.7.6による　　・　

枠、くつずりの材料
・建具表による　　・　

金物の種類及び見え掛り部の材質等 (16.8.2、3)(表16.8.1～5)
※標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による
・
木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
※標準仕様書表16.8.4による
・建具表による
木製建具に使用する戸車及びレール
※標準仕様書表16.8.5による
・建具表による
握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置
・建具表による
・

(16.8.4)マスターキー
・製作する　　・製作しない
鍵の製作本数

鍵箱
※有り　　・無し 

※各室3本1組（室名札付き）　　・　

性能値等　
※標準仕様書表16.10.1

 (16.10.3)（表16.10.1）
　　引戸装置

・メーカー仕様による

・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類
(9.7)(16.14.2～4)(図16.14.1)

・

・型板ガラスの厚さによる種類

・

※建具表による

※建具表による

・強化ガラス
  形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

・
※建具表による

  性能による種類
・1種　　・2種

・複層ガラス
  材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

  断熱性による区分

  日射取得性及び日射遮蔽性による区分

　乾燥気体の種類

※建具表による
・

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

・G　　・S

・空気　　・アルゴン　　

ガラスの留め材及び溝の大きさ (16.14.2)(9.7)

建具の種類 ガラス溝の大きさ(mm)
※建具製造所の仕様による 
・図示による
・

ガラス留め材の種別

・グレイジングチャンネル
・

鋼製及び鋼製軽量 ・
※建具製造所の仕様による 
・図示による
・

アルミニウム製
※シーリング材 

※シーリング材 

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

防火材料
※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。
・以下の箇所を除き防火材料とする。
（箇所：　　　　　　） 

(18.2.2～7)

※C種　・A種　・B種

※A種　・B種
※B種　・A種

※B種　・A種　・C種
・A種　・B種　
※B種　・A種
※B種　・A種
※B種　・A種　
※A種　・B種　
※A種　・B種
※B種　・A種

木部

鉄鋼面（DP以外 ）
鉄鋼面（DPのみ）
亜鉛めっき鋼面
モルタル面及びせっこうプラスター面
コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面
押出成形セメント板面
コンクリート面（DPのみ）
せっこうボード面及び
その他ボード面

下地面等 種別

錆止め塗料塗りの工程
見え掛り：A種
見え隠れ：B種
表18.3.4
見え掛り：A種
見え隠れ：B種
鋼製建具等：A種
上記以外：B種
表18.3.6
鋼製建具等：A種
上記以外：B種

錆止め塗料の種別

SOP

DP

EP-G

SOP

DP

EP-G

※B種　・A種

C種及びD種

A種

※A種　・B種

B種

C種

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

(18.1.3)

(18.3.2、3)

※F☆☆☆☆　　・　

不透明塗料塗りの場合
透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法
目地：継目処理工法以外

下地面 塗料の種別

２．素地ごしらえ

３．錆止め塗料
　　塗り

１．材料

木部屋外
木部屋内
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

・クリヤラッカー塗り(CL)
・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

※A種　・B種
※B種　・A種
※B種　・A種
　　 －

塗料の種類

・耐候性塗料塗り(DP)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面
押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

※B種　・A種
※B種　・A種

上塗り塗料の
等級(　 )級
上塗り塗料の
等級(　 )級

　　 －

　　 －

・A種　・B種
・C種

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

・つや有合成樹脂エマル
  ションペイント塗り
  (EP-G)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面
ﾓﾙﾀﾙ面
ﾌﾟﾗｽﾀｰ面
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面
その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等
屋内の鉄鋼面
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 
・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

※B種　・A種
※B種　・A種
・ピグメント
　ステイン塗り
・オイルステイ
　ン塗り(OS)
※B種　・A種・木材保護塗料塗り(WP)

・ステイン塗り 

　　 －

　　 －

　　 －
　　 －

　　 －

　　 －

(18.4.1～18.12.2)

種別塗装

・合成樹脂調合ペイント
　塗り(SOP) 

※B種　・A種

４．塗装

 (19.2.2)

ホルムアルデヒド放散量
ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤の

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別
・図示による　　・　

標準仕様書19.2.3(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法

厚さ（mm）

・マーブル柄
・柄物

接合部の処理
※熱溶接工法　　・　

・図示による　　・　

※無地

※F☆☆☆☆　　・　

種類の記号 色柄 備考

・

※2.0
・

 (19.2.3)

(19.2.2、3)

１．接着剤

２．下地の工法

材質の種類
・軟質　　・硬質 

高さ(mm)
※60　　・75　　・100

厚さ(mm)
※1.5以上　　・　

(19.2.2)

・A種　　・B種
※C種　　・D種（畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N） 

衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　　・C2）

(19.6.2)(表 19.6.1)

１.シーリング

外壁土間取合い
WC壁目地

変成シリコン系
シリコン系

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 有 無 標準 特注 有 無

形状/寸法 耐滑

り性

色役物うわぐすり吸水率による区分

・床 磁器質 100ｘ100

施ゆう無ゆう

１．セメントモル

１．折板葺

４．合板等

５．接着剤

６．内部間仕切軸

７．窓、出入口

ント、細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料と
する。

・28

・4.0

・はぜ締め形
・重ね形

・かな合形 　合金板製
屋根

・30分
・無し

91 300 0.6

・行う　（断熱材の種別：　　　厚さ(mm)：4.0　　 防火性能：　　　　）

折板の材質の種類（※JIS G 3302の屋根用（着色 ・有）　・　　　　　 ）

２．とい

１．軽量鉄骨天井

・65型　＠303

１．見本の製作等

２．アルミニウム

３．網戸等

４．鋼製軽量建具

５．木製建具

６．建具用金物

７．鍵

８．自閉式上吊り

９．ガラス

３．ビニル床シート

４．ビニル幅木

５．畳敷き 種別　　　・図示による

耐凍害性

※2級以上

　しない

山高、山ピッチ

山ピッチ

２．軽量鉄骨壁

※FS(複層ビニル床シート)
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(19.5.2～5)(表19.5.1～6)

※標準仕様書19.5.2(2)による
フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

・
各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量
※F☆☆☆☆　　・　

　　張り

・複合フローリング
　工法
・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）
・接着工法

　樹種
※なら　　・　

　種別
・A種　　・B種　　・C種

(19.7.2、3)(表 19.7.1)
　　その他のボード
　　及び合板張り

合板のホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

※標準仕様書19.7.2(3)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか　　・　

種類等 厚さ(mm)、規格等

繊維強化セメント板

・けい酸カルシウム板(タイプ2)
　普通ボード 0.8FK

※図示による　・6　・8

　・化粧無し（下地張り用）

※12.5（不燃）・15（不燃）・ 
・12.5（・不燃　・準不燃）
・12.5（不燃）・15（不燃）
・9.5

・9.5（不燃）

合板類

・普通合板
　表板の樹種名：
　板面品質：
　防虫処理
　・行う　・行わない
・天然木化粧合板
　化粧板の樹種名：
　防虫処理
　・行う　・行わない

※図示による
・

※図示による
・

合板類の張付け

せっこうボードの目地工法等 
目地工法の種類

・A種　　・B種 　

※表19.7.5による

ホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

施工箇所
紙 繊維

ビニル
塩化

チック
プラス

無機質その他

・不燃 　・準不燃 
・不燃 　・準不燃 

・不燃 　・準不燃 
・不燃 　・準不燃 

防火性能

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

壁紙の種類

(19.8.2、3)

せっこうボード面の素地ごしらえの種別
※B種　　・A種　

フェノールフォーム断熱材、保温材又は接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

(19.9.2～4)

・断熱材打込み工法 

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材
(・　　　　　　)

(・2種bA　　・3種bA　　・3種bC　　・3種bD ) 
・硬質ウレタンフォーム断熱材

※25

・
厚さ（mm） 施工箇所種類

※押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし)

・フェノールフォーム断熱材
・
・30

・断熱材現場発泡工法 　　
断熱材の種類

吹付け厚さ（mm）

施工箇所
・図示による　　・　

・A種1　　※A種1H 　　・　

・高性能グラスウール（16Ｋ）
・高性能グラスウール（24Ｋ）

・63
・100
・50

土間下

床下
天井裏
間仕切内

・50

(20.2.5)

表面材の材料
ドアエッジ
材質

・ポリエステル樹脂系化粧板 
※製造所の仕様による
・アルミニウム製 
・ステンレス製・

※メラミン樹脂系化粧板（標準色） ※幅木タイプ
・

脚部
種類

誘導標識、非常用進入口等の表示

印刷等の種別、取付け形式等
(案内用図記号はJIS Z 8210による)
※図示による

※消防法に適合する市販品　　・　

・引分け
・片引き

形式 開閉操作 ひだの種類
取付け
箇所

　よる・ひも引き
・電動

・つまみひだ
・箱ひだ、片ひだ

生地の種別、
品質、特殊加工等

・図示に

・

生地の仕様
消防法で定める防炎性能の表示があるもの

※手引き

(20.2.16)

材料による区分　　　　　　　　　　　
・アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材
※ステンレス製
強さによる区分
※10-90　　・　
仕上げ
※アルマイト　　・　
形状
※角形　　・　

材種
・集成材（仕上げ：　　　　　　） 　
※アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　
標準仕様書表14.2.1による種別
※BC-1種　　・BC-2種　　

色合い
・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　　）

・鋼製（仕上げ：　　　　　　）

　(20.2.16)

　　ボックス
　 及びカーテン
　 ボックス

種別
※A種（施工範囲：　・図示による　　※通路　　・　　　　　　）
※B種（施工範囲：　・図示による　　※建物周囲その他　　・　　　　）

　(22.9.2)

路盤の厚さ

路盤材料（標準仕様書表22.3.1による種別）
・クラッシャラン
・粒度調整砕石

・再生粒度調整砕石
※再生クラッシャラン

・図示による　　・ 

(22.3.2、3)(表 22.3.1)

アスファルト舗装の構成及び厚さ
※図示による　　・　

(22.4.2～6)(表 22.4.4)
　　舗装

加熱アスファルト混合物等の種類
・密粒度アスファルト混合物(13)
・細粒度アスファルト混合物(13)
・密粒度アスファルト混合物(13F)

・ステンレス製
・鋼製

材種 寸法 形式 備考
・鍵付き・屋内外用 

・屋内用 ・密閉形
・450×450

・

※アルミニウム製
※600×600

※一般形

フェンスの種類
・ネットフェンス（勾配対応品）
高さ
・図示による　　・　

材料

材種 種類・記号 形状 呼び径 備考

・ ・
・遠心力鉄筋
　コンクリート管

・図示による
・
・図示による
・
・図示による
・

・RS-VU

・B形管 ・図示による

・VU

・VP
　ビニル管
・硬質ポリ塩化

 (21.2.1、2)(表 21.2.1、2)

外圧管（1種）

１．屋外雨水排水

排水桝の種類
・図示による　　・　

・溝ふた
（横断用） 
・溝ふた
（側溝用） 
・桝ふた
・U字溝用

・歩行用

・T-2用
・T-6用
・T-14用
・T-20用

・細目
・
・普通目
・細目

ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ適用荷重用途材質

※鋼製
・受枠付き、
　ボルト固定
・

(21.2.1)

形式

寸法

・ ・600×600
・

・一般形

・気密形

・屋内外用 
・屋内用 

材種 形式 外枠 内枠
※450×450

６．フローリング

７．せっこうボード、

８．壁紙張り

９．断熱材

せっこうボード

・せっこうボード（GB-R）

・強化せっこうボード（GB-F）
・せっこうラスボード（GB-L）

・シージングせっこうボード（GB-S）

・不燃積層せっこうボード（GB-NC）

　・化粧有り（トラバーチン模様）

・シングル
・ダブル

・プレーンひだ

１．トイレブース

２．表示

３．カーテン

５．ブラインド

６．天井点検口

７．床点検口

８．フェンス

２．グレーチング

１．路盤

２．アスファルト

３．砂利敷き

工事の下請契約ある場合は、全ての工事で作成し提出すること。
・施工体系図

資機材の運搬にあたっては、運搬車両の最大積載量を把握し、過積載を行わ
ないように計画すること。また飛散の恐れがあるものについては、飛散しな
いような処置を行い運搬すること。

・建築・電気設備・機械設備等、全てを書き入れた総合施工図を作製し、
　監督職員の承諾を得るものとする。
・納まり上不明な部分は、詳細施工図を作成し、監督職員と協議すること。

・施工するに当たり建築、電気設備、機械設備等の取合い等を十分に検討す
ること。

工事現場のイメージアップ

・現場出入口周辺への誘導員の配備　　・　
住民に対する災害防止関係
・情報掲示板の設置　　・パンフレットの作成　　
地域住民への情報提供
・仮囲い周辺の美化　　　・　

産業廃棄物処理状況記録及び写真を次のように整備すること。
　　　取扱いについて (ⅰ) 搬出された産業廃棄物の処理状況記録

　①　処理の全部又は一部を委託した場合
　　ア　収集運搬車両ごとの産業廃棄物管理票（以下「マニュフェスト」

　　　　(建Ⅱの場合はB4票を加える。)の写し、建設廃棄物処理委託契約書

　　イ　最終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間

という。)A票、B2票、D票及E票

の写し並びに搬出解体材の数量集計表

処理施設の案内図及び中間処理状況の写真）
　②　請負者が自ら処理した場合
　　ア　マニュフェストに準じた解体材の種類ごとの数量集計表
　　イ　最終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間

処理施設の案内図及び中間処理状況の写真）
　③　特別管理産業廃棄物の場合

(ⅱ) 産業廃棄物の再資源化実施状況記録
　　 再生資源利用促進実施書に記載する事項

　　①又は②に準ずる。ただし産業廃棄物管理票とあるを特別管理産業廃棄
物管理票と読み替える。

(ⅲ) 写真

　　　 発生量、搬出先名称、区分、施工条件の内容、搬出先名称、運搬距
離、搬出先の種類等　　

　①　工事着手前の現場全景、周辺及び対象建築物等の現況写真

　⑥　その他監督職員の指示による
　⑤　しゅん工時の全景写真（着手時と同一アングルとする。）

　③　使用機械類

３.施工図等

５.産業廃棄物の

   改善について

への届出手続等
６.官公庁その他 　(1)工事の着手、施工、完成にあたり、関係機関への必要な手続等を遅延

　(2)前項に規定する届出手続等を行うにあたっては、届出内容についてあ
なく行う。

らかじめ監督職員に報告する。
(3)施工に当たって必要な各種申請の諸手続き・費用・手数料等は、本工
事に含む。

１.施工体制台帳

２.過積載の禁止

協議等

　②　仮設物、安全措置状況及び工程写真（除却作業状況、埋設配管等及び
基礎類は入念に撮影すること。）

・設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等
の関係で、設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは、
監督職員と協議する。

４.工事現場の環境

摘　　　　　　　　　要

提　　出　　書　　類

Ａ：工事完了引渡書
Ｂ：財産管理引渡書
Ｃ：設計管理引継書
Ｄ：鍵、備品、各種書類引渡書

Ａ：社内検査報告書（検査者印）
Ｂ：設計事務所検査報告書
Ｃ：下検査報告書
Ｄ：竣工検査報告書

A4版製本3部(施工図無)・A2版製本1部(施工図有)、
背表紙金文字、工事名等入り

Ａ３折り込み（承認印欄有）

：着工前　　東西南北
：竣　工　　着工前と同位置で撮影
　※綴り方は見開きで左側＝着工前、

：工　程　　撮影ヶ所（１ヶ所表示）
　　　　　　黒板の表示＝工事名、

右側＝竣工とする

施工ヶ所、業者名

：工事着工～竣工まで毎日記入する（天候、温度）
：１日の作業内容記入（施工図作成、休日記入）
：出面、累計の数のチェックのこと

Ａ：実施工程表
Ｂ：週間工程表
Ｃ：月間工程表
Ｄ：打合せ記録

鉄筋／ミルシート、ガス圧接（D19以上）、引張試験
生コン／配合表、強度試験、現場採取時試験
鉄骨／ミルシート、超音波探傷
木材／ＪＡＳ認定工場の写し　等

名　　　　称

１）竣　　工　　届

２）財産管理引渡書

３）諸検査報告書

４）竣　　工　　図

5)竣工図、施工図（別冊）

6)施 工 図

7)工  事  写  真
 （厚くなる場合分冊）

8)工  事  日  誌

9)工事打合せ記録

10)施 工 計 画 書

11)承　 認　 願

12)各種検査記録

13)各種試験報告書

14)出荷証明書

15)保　証　書

16)図面データ

黒 

表 

紙 

金 

文 

字 

製 

本

提出部数

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

室名札、ピクトグラム、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、

４．カーテンレール

※アルミニウム製 ・額縁タイプ 
※目地タイプ 

・額縁タイプ 
※目地タイプ 

　④　産業廃棄物収集運搬車両への積込み時及び積降し時の写真(積替え含む)

７.疑義に関する

８.文化その他の
埋設物

Ｅ：協議書・質疑書

ＣＤ共

マニフェストＡ、Ｂ２、Ｄ、Ｅ票写し

黒表紙金文字製本（外観、内観）

１　部

２　部

１　部

１　部

２　部

17)納　品　書

18)取扱い説明書

19)再生資源利用実施書

20)産業廃棄物管理票

21)竣 工 写 真

再生資源利用促進実施書

書類は竣工時にA4バインダー式

ハードファイルおよび青焼き製本の文字入れ(印字)
ハードファイルに集約して最終提出する。

表　紙：工事名、図書名、発注者名、設計者名、請負者名等監督職員の指示による
背表紙：工事名、図書名、発注者名、設計者名、請負者名等監督職員の指示による

※プレハブ本体工事とその他の建築工事の区分

１．プレハブ本体工事
・下記工事に係る直接仮設工事

２．その他の建築工事
・内部および竣工時の直接仮設工事
・玄関内立上り基礎及び南側階段、北側機械設備基礎工事
・その他内部の仕上関係、建具、ユニット工事

・本体の鉄骨、屋根、外壁、アルミサッシ工事
・基礎天端、土間等の左官工事
・鉄骨面のタッチアップ工事

・基礎及び土間用の土、地業、鉄筋型枠コンクリート工事
玄関ポーチ土間・階段含む

骨材、生コン、他

電気、機械　機器完成図

監督職員、監理者立会いは必須

・工事の施工にあたり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにそ
の状況を監督職員に報告する。その後の措置については、監督職員の指示
に従う。また、当該埋蔵物の発見者としての権利は、法律の定めるところ
により、発注者が保有する。

｢周知の埋蔵文化財包蔵地｣の該当　　　・該当する　　　　・該当しない
掘削作業時の教育委員会等の立会い　　・有　　　　　　　・無
埋蔵文化財調査の時期　　　　　　　　・解体工事終了後　・解体工事中

９.埋蔵文化財調査

３+１部



1FL＝BM+730

1FL＝BM+830
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長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４ 026-246-7272℡
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 配置図・案内図

配置図　　S=1/150

配置図　　S=1/5000

A3:1/150・5000 A-042026年度　井上地域児童クラブ増築工事
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既存土間コンクリート

既存地流し・立上り水栓

軒先ライン

0 50

軒先ライン

工事場所：須坂市大字幸高294-7の内、276-2の内
（幸高町）

軒先ライン既存浸透桝

※雨水は竪樋下部に浸透桝を設置し、敷地内浸透処理とする

※道路斜線・北側斜線は明らかにクリアしている
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面積： ㎡

Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 A3:1/150 A-05敷地・建物求積図2026年度　井上地域児童クラブ増築工事
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使用材料認定番号

特　記　事　項

ＲＲＡ
Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修

長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号

J O B  N A M E S H E E T  T I T L E S C A L E S H E E T  N O .D A T E

―外部・内部仕上表2026.03
026-246-7272℡

A-062026年度　井上地域児童クラブ増築工事

2700塩ビ

2700塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

±0

±0

±0

±0

１
階

3000

既
存
１
階
改
修

±0

±0

構造用合板ｔ28+12下地　複合フローリングｔ12張り　

構造用合板ｔ28+12下地　複合フローリングｔ12張り　

構造用合板ｔ28+12下地　複合フローリングｔ12張り　

上部：石膏ボードｔ12.5　ビニルクロス貼り

腰：合板ｔ12　しな合板ｔ4　自然塗料塗　H=1010

上部：石膏ボードｔ12.5　ビニルクロス貼り

腰：合板ｔ12　しな合板ｔ4　自然塗料塗　H=1010

腰：合板ｔ12　しな合板ｔ4　自然塗料塗　H=1010

防水石膏ボードｔ12.5　化粧ケイ酸カルシウム板ｔ6.0貼り

目地：変成シリコン系シーリング充填

防水石膏ボードｔ12.5　化粧ケイ酸カルシウム板ｔ6.0貼り

目地：変成シリコン系シーリング充填

防水石膏ボードｔ12.5　化粧ケイ酸カルシウム板ｔ6.0貼り

目地：変成シリコン系シーリング充填

石膏ボードｔ12.5　ビニルクロス貼り

LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5

LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5

LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5

LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5

LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5

既存フローリング　下地処理の上　ウレタン塗装

ソフト巾木　H＝60

ソフト巾木　H＝60

一部ソフト巾木　H＝60

木製巾木　H＝75　自然塗料塗

木製巾木　H＝75　自然塗料塗

木製巾木　H＝75　自然塗料塗

既存の上　SOP塗装

LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5

2500

2700
LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5

既存LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5撤去（CH2900）

LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5

既存LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5撤去（CH2900）

既存鋼材・鋼板面　下地処理の上　SOP塗装

石膏ボードｔ12.5　ビニルクロス貼り
塩ビ

塩ビ

±0

±0

-100

-10

既存100角タイル　クリーニング

框：SUS304　ｔ2.0　W=40

下足入れ（既製品）3段・6段用各1台　

木製カーテンボックス、ダブルレール、レース+カーテン

腰壁見切：木製 W=45　自然塗料塗

ロッカー15人用：3台、腰壁見切：木製 W=45　自然塗料塗

衛生器具バック天端：メラミンポストフォーム

衛生器具バック天端：メラミンポストフォーム

衛生器具バック天端：メラミンポストフォーム

大：仕切板ｔ30、棚板ｔ25　4段

小：棚板ｔ25　2段、ハンガーパイプ+S管5個

不燃

準不燃 QM-9828

ビニルクロス 準不燃 QM-0076

石膏ボードｔ9.5

不燃 NM-8619石膏ボードｔ12.5

防水石膏ボードｔ12.5

化粧石膏ボードｔ9.5

化粧ケイカル板ｔ6.0 不燃

NM-9826

準不燃 QM-0524

構造用合板ｔ9･12･28

しな合板ｔ4･5.5

JAS 特類（針葉樹）2級

JAS 1類

２．建築物の各部分に使用する材料は全てＪＩＳ及びＪＡＳＳ規格品とする。

１．本工事は全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、建築工事共通仕様書・電気設備

工事共通仕様書・機械設備工事共通仕様書（最新版）による。

３．屋根、外壁の取付方法は昭和46年告示第109号に適合させること。

４．使用する建材は床下、天井裏等を含め全てＦ☆☆☆☆表示のものを使用すること。

５．断熱材

・土間断熱材下：ポリエチレンフィルムｔ0.15敷き込み

・土間下：Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種　ｔ30敷き込み

・外周基礎立上り部：Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種　ｔ50貼り

NM-5037

・床100角磁器質タイル：ＩＮＡＸ　ピアッツァＯＸ

・床ナラ複合フローリングｔ12：ウッドワン　単板2ｍｍタイプ

・床長尺塩ビシートｔ2.0：東リ　消臭ＮＳトワレＮＷｔ2.0

・ＷＣ床小便器下部：ＴＯＴＯハイドロセラフロアＰＵ

・壁ビニルクロス：サンゲツ　ＡＡクラス

カラーガルバリウム鋼板ｔ0.6　ハゼ式折半葺き　H=91

裏面発泡ポリエチレンフォームｔ4.0貼り（屋内部のみ）

化粧破風：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5　Ｈ＝300

ケラバ包み：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5　断熱材ｔ4.0裏貼り 化粧破風：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5　Ｈ＝300

軒天：屋根裏　鉄骨あらわし、鉄骨部DP塗装

土間コンクリート　100角磁器質タイル貼り　階段共　段鼻役物使用

アルミサッシ（Low-Eペアガラス）

イソバンドパネルｔ35F/F

屋根折板裏表し

軒樋：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4　120角型

下部水切：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4

両面カラーガルバリウム鋼板ｔ0.35

　内部：ポリイソシアヌレートフォーム充填

外壁取合い水切：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4　止水・エプロン面戸共

軒樋：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4　120角型雪止めアングル：L-50x50x4(メッキ処理品)　2段

竪樋：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4　75Φ

竪樋：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4　75Φ

外構平面図・外構撤去平面図の特記による

既存木製施設名板移設

2200

2700

2700

2700

・壁ブレスは内ブレスとする

・鉄骨製作工場は、国土交通大臣から認定を受けた工場（Ｒグレード以上）

・プレハブ本体は、同等品以上で構わないとするが寸法の変更は認めず、事前に

・プレハブ本体については、メーカーの標準仕様とする

土間コンクリート　100角磁器質タイル貼り

構造用合板ｔ28+12下地　複合フローリングｔ12張り　

屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.6　ハゼ式折半葺き　H=88

構造用合板ｔ28+12+9　長尺塩ビシートｔ2.0貼り

構造用合板ｔ28+12+9　長尺塩ビシートｔ2.0貼り

一部モルタル金ゴテｔ0～87下地　長尺塩ビシートｔ2.0貼り

構造用合板ｔ28+12+9　長尺塩ビシートｔ2.0貼り

一部汚だれ石貼り

上部：石膏ボードｔ12.5　ビニルクロス貼り一部掲示用壁

LGS下地　化粧石膏ボードｔ9.5

LGS65下地　

塩ビ

塩ビ

カーテンレール･カーテン　3ヶ所

既存下足入れ床取合い：変成シリコン系シーリング

上框：SUS304　ｔ2.0　H=90

・外壁および土台部隙間：現場発泡ウレタンｔ50吹付

・天井裏：高性能グラスウール（16Ｋ）ｔ100+100敷き込み

・床下：硬質フェノールフォーム（フェノバボード）ｔ63

・LGSスタット＠は303とする

・屋根：折板裏断熱材ｔ4.0

・WC廻り：LGS内　GW(24K)ｔ50充填のこと

改修部： ・ケア室　3方LGS内　GW(24K)ｔ50

・玄関、ケア室　天井裏　GW(16K)ｔ100　2重

・壁化粧ケイ酸カルシウム板ｔ6.0：アイカ工業　ルナライトＨＤ

・スチール家具：豊國工業　同等品とする

・参考メーカー：大和リース（株）ダイワフラットＨ平屋（同等品以上）　

シート立上げ　H＝75

アルミジョイナー取付

シート立上げ　H＝75

アルミジョイナー取付

シート立上げ　H＝75

アルミジョイナー取付

手洗い流し台、上部収納棚、床下点検口600□

汚垂石、SKスペース、ピクトサイン

ピクトサイン

ピクトサイン

半畳用スタイロ畳　4枚、腰高収納、上部収納棚

※既存遊戯室に床下点検口600□新設

６．使用材料（全て同等品とする） ７．プレハブ本体について

合板型枠コンクリート打ち放し　ウレタン塗装

誘発目地入れ

天井出隅：木製45Φ自然塗料塗

図面・構造計算書を監督職員へ提出し承認を得ることとする

屋   根

内　部　仕　上　表

備　考室　名階 床高 床 幅　木 壁 天　井 廻り縁 天井高 室　名

外部仕上表

玄関

ホール

収納

ケア室

玄関

遊戯室

ホール

収納

玄関

遊戯室

ケア室

玄関

多目的ＷＣ

Ｍ･ＷＣ

多目的ＷＣ

Ｍ･ＷＣ

Ｗ･ＷＣ Ｗ･ＷＣ

庇

ポーチ

建　具

外　　壁

軒　　天

樋

根廻り

外構工事

その他



159.22

438.20　㎡

159.22

159.22

179.7620.5480.03 (24.21 坪)

79.11

259.79

238.33(23.93 坪)

・・建ぺい率：59.29％

・・容積率　：54.39％

建築面積

面積表

敷地面積

申請建物

床面積

既存建物

児童クラブ 通路児童クラブ 合計小計

居　室　名

室　面　積 ㎡

必要開口 ㎡

有効開口 ㎡・OKＬ＝

必要開口 ㎡Ａｘ1/20

有効開口 Ｖ＝ ㎡・OK

必要開口 ㎡Ａｘ1/50

有効開口 Ｓ＝ ㎡・OK

採光：Ｌ

換気：Ｖ

排煙：Ｓ

・・OK

57.20

2.86

1.14

AW-3

遊戯室・ホール

AW-2

L：1.67ｘ1.27ｘ2＝4.24

V：1.67ｘ1.27ｘ1/2ｘ2＝2.12

3.44

1.32

S：1.67ｘ0.79ｘ1/2ｘ2＝1.32

Ａｘ1/10 5.72

V：1.67ｘ0.79ｘ1/2ｘ2＝1.32

L：1.67ｘ0.79ｘ2＝2.64

6.88

Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 A3:1/1002026.03 平面図・屋根伏図 A-072026年度　井上地域児童クラブ増築工事

1
AW

1
AW

AW
2

AW
2

AW
3

AW
3

AW
4

AW
4

AW
4

AD
1

WD

WD

2

2

3

1

1
TB

TB

TB

TB

2

3

4

1

2

LSD

LSD

LSD

LSD

内訳

有効開口面積：

㎡

㎡

必要開口面積： 

１階　消防法無窓階の検討

床面積　　　：　 79.11㎡

79.11×1/30＝2.64

3.30

AW-1：1.66×1.99×1/2×2＝3.30

X1 X3X2 X6 X7X4 X5 X1 X3X2 X6 X7X4 X5

Y1

Y3

Y2

Y1

Y3

Y2

Y4Y4

Y5 Y5

1/90

AW
AW

AWAW AW

A
W

CH2700

ホール

遊戯室

CH3000

多目的WC

W･WC

収納

収納

SK

下足(5ｘ3＝15人)

下足(5ｘ6＝30人)

49.01㎡
8.19㎡FL＝BM+730

AW(掃き出し)AW(掃き出し)

M･WC

１階平面図 屋根伏図

AD
(片
引
き
)

手洗い

玄関

上部収納棚

ロッカー：15人ｘ3＝45人分

カーテン

カーテン

カーテン

汚だれ石

庇ライン

雪止めアングル：L-50x50x4(メッキ処理品)　2段

カラーガルバリウム鋼板ｔ0.6　ハゼ式折半葺き　H=91

カラーガルバリウム鋼板ｔ0.6　ハゼ式折半葺き　H=88

軒樋：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4　120角型
化粧破風：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5　Ｈ＝300

軒樋：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4　120角型

化粧破風：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5　Ｈ＝300

化粧破風：
カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5
Ｈ＝300　　3方向

UP

A/C基礎 A/C基礎
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平均地盤面の算出

120+80＝200

BM+120～280　　　160ｘ1/2＝80

平均地盤＝BM+200とする
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 立面図 A3:1/1002026.03

西立面図北立面図

東立面図南立面図

A-082026年度　井上地域児童クラブ増築工事

1/90

AD　片引戸

AW　内倒し窓

化粧破風：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5　Ｈ＝300

屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.6　ハゼ式折半葺き　H=91

壁：イソバンドパネルｔ35F/F
両面カラーガルバリウム鋼板ｔ0.35
内部：ポリイソシアヌレートフォーム充填

下部水切：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4

基礎：合板型枠コンクリート打ち放し　ウレタン塗装
誘発目地入れ

パネル受：RH－75x90x15x2.3　

基礎天端1FL

平均GL

最高の高さ
4
,
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GL1
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,
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 A3:1/1002026.03 断面図・天井伏図

天井伏図

断面図

A-092026年度　井上地域児童クラブ増築工事

Y1

Y3

Y2

Y4

Y5

X1 X3X2 X6 X7X4 X5

遊戯室

遊戯室

CH3000 ホール

収納

M･WC

CH2700

W･WC

多目的WC

玄関
CH2700

収納

天井仕上凡例

CH2700

CH2700

CH2700

軒樋：カラーガルバリウム鋼板t0.4　W120

軒天：折板裏表し

Ａ Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＤＤ

Ｂ
Ｄ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

化粧ＰＢｔ9.5Ａ Ｅ 化粧破風板　H=300

軒天：折板裏表し　鉄骨部塗装

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

上部収納棚

自然塗料塗り
木製出隅見切45Φ
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 A3:1/30矩計図(1) A-102026年度　井上地域児童クラブ増築工事

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

遊戯室

1FL

平均GL

水下軒高

最高高さ

1FL

水上軒高

外壁：ｲｿﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟﾈﾙ t=35 F／F

ｶﾞﾗｽ：Low-e(強化4+A6+強化4)

建具：ｱﾙﾐ製引違い窓

竪樋：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板製 75φ

ﾊﾞﾚｰｶﾞｰﾄﾞ：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

雪止めｱﾝｸﾞﾙ：L-50x50x4

　　　     　(ﾒｯｷ処理品)
ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

軒先面戸

木製巾木：H75　自然塗料塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 金ｺﾞﾃ押ｴ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15
砕石 t=100

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6φ 150x150

構造用合板ｔ28+ｔ12下地

建具：ｱﾙﾐ製引違い窓

柱芯壁芯

通芯

軒樋：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板製 W120

誘発目地@2700程度

軒先面戸
雪止めｱﾝｸﾞﾙ：L-50x50x4

　　　     　(ﾒｯｷ処理品)

壁芯

通芯

柱芯
　　　裏面　発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4 貼り

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き t=0.6(ﾊｾﾞ式 H=91)

基礎天端

外壁：ｲｿﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟﾈﾙ t=35 F／F

　　　内外）ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.35

　　　内部）ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ充填

ｶﾞﾗｽ：Low-e(強化4+A6+強化4)

建具：ｱﾙﾐ製引違い掃出し窓

ｶﾞﾗｽ：Low-e(強化4+A6+強化4)

平均GL

鼻隠し：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5 H=300(曲げ加工品)

鼻隠し：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5 H=300(曲げ加工品)

敷地境界線

大引：105ｘ105＠900鋼製束＠900

腰下：ｱﾙﾐ製断熱ﾊﾟﾈﾙ t=14

　　　(AL2+断熱10+AL2)

D10@200

誘発目地@2700程度

基礎：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造布基礎

基礎水切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4

　　　内外）ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.35

　　　内部）ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ充填

機械設備用基礎

断熱材：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(16K)ｔ100+100敷き込み

天井：LGS下地　化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製ｔ25
壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

差筋ｱﾝｶｰ

断熱材：A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種　ｔ30

床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞｔ12張り

断熱材：硬質ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ(ﾌｪﾉﾊﾞﾎﾞｰﾄﾞ)ｔ63

差筋ｱﾝｶｰ　D10@200

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6φ150ｘ150

階段：ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6φ150ｘ150

階段：刷毛引き仕上

金ｺﾞﾃ仕上

断熱材：現場発泡ｳﾚﾀﾝｔ50吹付壁：合板ｔ9+ｼﾅ合板ｔ5.5下地　掲示用ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

腰壁：合板ｔ12下地　ｼﾅ合板ｔ4　自然塗料塗
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 A3:1/30 A-11矩計図(2)2026年度　井上地域児童クラブ増築工事

X6 X7 X6 X7

W・WC ポーチ玄関ホールホール

最高高さ

平均GL

1FL

平均GL

水上軒高

誘発目地@2700程度

壁芯

通芯

柱芯

　　　内外）ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.35

　　　内部）ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ充填

外壁：ｲｿﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟﾈﾙ t=35 F／F

建具：引込み戸

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き t=0.6(ﾊｾﾞ式 H=91)

　　　裏面　発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4 貼り

基礎：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造布基礎

1FL

庇軒高

壁芯

通芯

柱芯

框：SUS304　ｔ2.0　W=40

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き t=0.6(ﾊｾﾞ式 H=88)

水切り：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4

基礎：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造布基礎

盛土

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 金ｺﾞﾃ押ｴ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15
砕石 t=100

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6φ 150x150

構造用合板ｔ28+12下地

建具：引込み戸

ｶﾞﾗｽ：Low-e(強化4+A6+強化4)

建具：ｱﾙﾐ製内倒し窓

建具：ｱﾙﾐ製 金具付き片引き戸

ｶﾞﾗｽ：Low-e(強化4+A6+強化4)

基礎天端
1FL

盛土盛土

合板受け：90ｘ90＠900合板受け：90ｘ90＠900 鋼製束＠900

構造用合板ｔ28+12+9　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ3.0貼り

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6
壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5下地

断熱材：現場発泡ｳﾚﾀﾝｔ50吹付

ﾎﾟｰﾁ取合部分：

変成ｼﾘｺﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ　20ｘ20

100角磁器質ﾀｲﾙ

断熱材：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(16K)ｔ100+100敷き込み

天井：LGS下地　化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5

ｹﾗﾊﾞ包 ｹﾗﾊﾞ包

断熱材：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(16K)ｔ100+100敷き込み

天井：LGS下地　化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5 天井：LGS下地　化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼
腰壁：合板ｔ12　ｼﾅ合板ｔ4　自然塗料塗 壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

腰壁：合板ｔ12　ｼﾅ合板ｔ4　自然塗料塗

腰　：断熱ﾊﾟﾈﾙ

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞｔ12張り

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　100角磁器質ﾀｲﾙ貼り

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑｔ0.15

断熱材：A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種　ｔ30

ｼｰﾄ立上げ　H75
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 平面詳細図 A3:1/50 A-122026年度　井上地域児童クラブ増築工事
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 A3:1/1002026.03 既存棟撤去改修平面図 A-13

改修平面図既存

2026年度　井上地域児童クラブ増築工事
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Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修

長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４ 026-246-7272℡宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 A-14展開図(1)・家具詳細図 A3:1/60・302026年度　井上地域児童クラブ増築工事
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遊戯室・ホール Ｃ ホール ＤＤ

Ａ Ｂ遊戯室・ホール 遊戯室Ｂホール

玄関 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

裏面発泡ウレタン吹付
シンク：SUSｔ0.8プレス加工

ポストフォーム

丁番　堀込取手

幕板：メラミン化粧合板(木目)
フラッシュｔ35

内部ラワン合板ｔ5.5
SUSレール　引手

PB12.5+化粧ケイカル板ｔ6

可動棚　化粧タブ

内部ラワン合板ｔ5.5
扉：メラミン化粧合板(木目)フラッシュｔ25

LGS

化粧PBｔ9.5

扉：メラミン化粧合板(木目)フラッシュｔ25

手洗い流し詳細図　　1/30 ケア室収納棚詳細図　　1/30

扉・他見え掛り：米松練付合板（柾目）
自然塗料塗り
スライド丁番 他一式

棚板：集成材ｔ18　化粧タブ

内部：シナ合板仕上

天板：集成材ｔ30　ポリウレタン塗装

出隅：木製見切

造り付家具

PB12.5　ビニルクロス貼

木製出隅見切 45φ自然塗料塗り
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Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修

長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４ 026-246-7272℡宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 展開図(2)2026.03 A3:1/60 A-152026年度　井上地域児童クラブ増築工事
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腰高収納

吊り収納棚

AWガラス：断熱フィルム貼
AW面：カーテン設置　1.8ｘ0.9　3ヶ所

LGS　PBｔ12.5　ビニルクロス貼

LGS　PBｔ12.5　ビニルクロス貼

既存WD：クリーニング
LGS　PBｔ12.5　ビニルクロス貼
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Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修

長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４ 026-246-7272℡宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 A3:1/60建具表 A-162026年度　井上地域児童クラブ増築工事

記　号

建具種類

仕　　様

付属金物

硝子・塗装

姿　図

記　号

建具種類

仕　　様

付属金物

硝子・塗装

姿　図

記　号

建具種類

仕　　様

付属金物

硝子・塗装

姿　図

1

1
AD

32

AW
1

AW
2

AW
3

AW

TB
1

TB
2

TB
3

TB
4

LSD LSD LSD WDWD

4

1 21ヶ所

1ヶ所玄関

玄関

1ヶ所M・WC

2ヶ所 1ヶ所多目的WC

遊戯室 遊戯室 遊戯室

1ヶ所W・WC 1ヶ所M・WC 1ヶ所M・WC

M･WC,W･WC,多目的WC 3ヶ所

引違い窓 引違い窓

網戸

内倒し窓

網戸 固定網戸

アルミ製　　　見込：141.8

引き棒、引き戸錠（サムターン）

Low-Eペアガラス：強化4+A6+強化4 Low-Eペアガラス：強化4+A6+強化4 Low-Eペアガラス：強化4+A6+強化4 Low-Eペアガラス：強化4+A6+強化4 Low-Eペアガラス：強化4+A6+強化4

引違い戸ランマ付き

腰：断熱パネル、網戸

アルミ製　　　見込：70 アルミ製　　　見込：70

クレセント　他付属金物一式 クレセント　他付属金物一式 クレセント　他付属金物一式

引き込み戸

トイレブース

メラミンフラッシュアルミエッジ　ｔ40

トイレブース

メラミンフラッシュアルミエッジ　ｔ40

ラバトリーヒンジ　SUS巾木　SUS頭つなぎ

トイレブース

ラバトリーヒンジ　SUS巾木　SUS頭つなぎ

表示錠(開放装置付)　付属金物一式

メラミンフラッシュアルミエッジ　ｔ40

トイレブース

表示錠(開放装置付)　付属金物一式

アルミ製　　　見込：70 アルミ製　　　見込：70

ラッチ　他付属金物一式

鋼製軽量ドア　化粧鋼板ｔ0.6　ｔ37

引き棒、自閉機構、他メーカー仕様

SUS沓摺

強化ガラスｔ4、　枠：DP塗装

大額入り引き込み戸 二重片引き戸

鋼製軽量ドア　化粧鋼板ｔ0.6　ｔ37 鋼製軽量ドア　化粧鋼板ｔ0.6　ｔ37

引き棒、自閉機構、他メーカー仕様 引き棒、自閉機構、他メーカー仕様

SUS沓摺

枠：DP塗装 枠：DP塗装

1ヶ所

片開き戸

1ヶ所

引き違い戸

木製　銘木合板フラッシュ　　ｔ35 木製　銘木合板フラッシュ　　ｔ35

掘込み引手、戸車、Vレール埋込 丁番、取っ手、ラッチ錠

自然塗料塗 自然塗料塗

表示錠(開放装置付)　付属金物一式 付属金物一式

メラミンフラッシュアルミエッジ　ｔ40

ラバトリーヒンジ　SUS巾木　SUS頭つなぎ SUS巾木　SUS頭つなぎ

M･WC　W･WC

腰：断熱パネル、外部三方アルミ額縁取付

1.AD-1は（株）信田屋同等品とする

※建具特記事項

2.AWはプレハブメーカー仕様の落し込みタイプとする

3.AWのペアガラスはAGC（株）スクールテンパエコ同等品とする

4.AWは全て内部に木製額縁取付用下地を取り付ける

遊戯室(収納) 遊戯室(収納)

金具付片引き戸

5.LSDは三和シャッター、文化シャッター同等品とする

6.トイレブースは三和シャッター、文化シャッター同等品とする

2ヶ所2ヶ所 2ヶ所

SUS沓摺、表示錠(非常開付)、大型サムターン
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長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４ 026-246-7272℡
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 A3:1/200外構改修平面図 A-172026年度　井上地域児童クラブ増築工事
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Y5

電柱

電柱

H.H

ガードパイプ

既存ネットフェンス

排水溝：蓋共既存のまま

ガードパイプ

下水 標識

集水桝300角

集水桝300角

浸透桝500角

プラ杭7ヶ所

集水桝300角
浸透桝300角

スロープ屋根

小屋

隣
地
境
界
線

隣地境界線

既存建物

普通教室棟

給食コンテナ車車寄せ

犬走り

犬走り

受水槽
ポンプ室

キュービクル

隣
地
境
界
線

市道

隣地境界線

申請建物

隣
地
境
界
線

道路境界線

1

2

7

8

2

4
10

5

4

5

3

3

99

9
3

3

12

：

：

外構工事リスト　凡例

1.舗装工事

乗入れ部　既存路盤修正　アスファルト舗装（密粒度）ｔ501

2

：

：

：

駐車区画　トラロープ設置　8台分

車止め　歩車道境界ブロックB　H=100　2ヶ所ｘ6台分

2.駐車場工事

3.排水工事

：

：

：

6 竪樋下部に雨水浸透桝300角設置　蓋穴あけ　内部砕石詰め　オーバーフロー管VP100

既存車止めポール移設　L=1.0ｍ・2ヶ所　L=2.0ｍ・1ヶ所　基礎共

4.囲障工事

5.その他工事

：

3

7

8

：11

4

10

5

既存排水溝蓋改修　C.PL　W=400　下地処理の上　DP塗装替え

既存排水溝蓋改修　C.PL　W=300　下地処理の上　DP塗装替え

9

建物周囲　砕石敷きｔ60　転圧

北側市道面　スチールネットフェンス（傾斜対応）H=1200新設　専用独立基礎：180ｘ180ｘ450　延べL=29.3ｍ

樹木撤去後　整地

ダブルハッチング部　スキ土ｔ100の上、砕石敷きｔ100　ローラー転圧

：12 ガードパイプ　スチール製　114.3Φ　H=850　黄色焼付塗装　基礎：400ｘ400ｘ400

：13 渡り廊下　土間コンクリート一部カッター切り　撤去復旧　金ゴテ仕上　給水設備配管用

11

13

片ハッチング部　整地　砕石敷きｔ60　ローラー転圧
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仮設WC予定位置

仮囲い：ガードフェンス　H=1800

仮囲い：ガードフェンス　H=1800

仮囲い：ガードフェンス　H=1800
仮囲い：ガードフェンス　

H=1800

仮囲い：ガードフェンス　H=1800

クロスゲートW=6000　H=1800

現場事務所予定位置

工事用車両スペース
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 A3:1/200外構撤去平面図・仮設計画図 A-182026年度　井上地域児童クラブ増築工事

松
ツゲ ツゲ ツゲ ツゲ

ツゲツゲツゲツゲ

キリ サクラ

トガ トガ トガ トガ
トガトガトガトガトガトガトガ

ツツジツツジ

広葉樹 広葉樹

ツツジツツジツツジツツジ

切株切株

トガ トガ

BM=±0

+325

+45 +285

-105

-150

-195
-205

-120
-190
-190

-145

-110

-100

-115
-140 -200

-105

-85

-50

-100

+40

+585
+960

+1255

+1145
+885+540+440+340+240+140

-10

-35

+345+290

+310

+350

+325

+350 +350

+250

+710
+730

-430
+490

+480

-135

+80

ガードパイプ

下水 標識
電柱

電柱

H.H

ガードパイプ

ネットフェンス

増築建物位置

既存地流し

柱：木 75x75 H2500 3本,H2660 1本

胴縁：木 30x40 3本,木 35ｘ90 1本　L900

外壁：樹脂製波板　2.4㎡

軒桁：木 35x120 　≒L8600

垂木：木35ｘ90 6本　≒L2200

母屋：木30ｘ40 5本　≒L5200

柱：単管48.6Φ Ｈ2500 3本

外壁：樹脂製波板　7.2㎡

屋根：樹脂製波板　5.64㎡

軒桁、胴縁：単管48.6Φ+木30ｘ40 4段　Ｌ2800

垂木・受梁：単管48.6Φ L2.16、L2.1各 2本

破風：木30ｘ120 ≒L1450+3110、木30ｘ90　≒L1500

母屋：木30ｘ40 7本　≒L1450

屋根：樹脂製波板　10.56㎡

浸透桝300角

プラ杭7ヶ所

集水桝300角

集水桝300角

集水桝300角

浸透桝500角

隣
地
境
界
線

市道

既存建物

普通教室棟

小屋

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣地境界線

道路境界線

給食コンテナ車車寄せ

犬走り

犬走り

受水槽
ポンプ室

キュービクル 既存スロープ屋根

1

3 3

5

8

8

9

7

4

4

2
2 3

10 渡り廊下上屋撤去

：

：

トガ　幹径150～200Φ　枝張り1.5～2.0ｍ　H=3.0ｍ・・・13本

切り株　500Φ　周囲地盤より　H=0.1ｍ　GL-0.1ｍ位置まで撤去する　

：

：

：

：

：

：

6

1.樹木撤去工事

2.舗装工事

外構撤去工事リスト　凡例

1

2

3

5

4

アスファルト舗装ｔ50撤去

8

ハッチング植込み部鋤き土　ｔ100～600程度　発生土場外搬出処理

小木（ツツジ他）　H=0.9ｍ・・・7本

ツゲ　球状剪定　株立ち　枝張り2.0ｍΦ　H=1.8ｍ・・・5本

松・広葉樹（キリ、サクラ）　H=4.0～6.0ｍ・・・5本

車止めポール撤去　L=1.0ｍ・2ヶ所　L=2.0ｍ・1ヶ所　基礎共　再使用：

3.囲障工事

9

：

4.その他

歩車道境界ブロックB撤去

10 渡り廊下上屋撤去・・・部材等は特記による

7

1

6

７４６

5,240 1,900

2
,1
00

14
,4
00

1,020

2,050

10,9251,637.5

5
, 1
4
5

6,
26
5

5 5
0

5
7
0

6,050



Y1

Y3

Y2

Y4

Y5

X1 X3X2 X6 X7X4 X5

ＲＲＡ
Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修

長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号

J O B  N A M E S H E E T  T I T L E S C A L E S H E E T  N O .D A T E

2026.03
026-246-7272℡

基礎伏図　S=1/100

基礎伏図・基礎詳細図 Ａ3：1/100･20 S-012026年度　井上地域児童クラブ増築工事

Ｎ

UP

FG1

FG1

FG
1

FG
1

基礎芯通芯

基
礎
芯

通
芯

基礎芯 通芯

基
礎
芯

通
芯

A.BOLT-M16 L=400

+80

+280

+80

+280

-80

+120

-80

+120

+80

+280
■使用材料等

【アンカーボルト】

M16　L=270以上(全長400)

SNR490B（JIS G 3138）

【コンクリート】

 ・設計基準強度(基礎)：Fc=21N/mm

【鉄筋】

SD295(D16以下)

　 調合管理強度 ：Fm = max(Fc,Fd)+ mSn(構造体強度補正値)

　 ※ mSn(構造体強度補正値)は施工時期によって決定すること。

【地耐力】

50kN/m (長期)　100kN/m (短期)

 ・設計基準強度(土間ｺﾝ)：Fc=21N/mm

 ・普通コンクリート JIS A 5308　　(計画供用期間の級：短期)

　 所要スランプ：15cm
 ・設計基準強度(捨てｺﾝ)：Fc=18N/mm

S=1/20

誘発目地

1-D10

1-D10

1-D13

1-D10

誘発目地

D13

D10通芯

(外) (内)

SNR490B（JIS G 3138）

BOLT　M16

ネ
ジ
長
さ

基礎天端

定着板　48φ t=10

L=270以上

ネ
ジ
長
さ

ワイヤーメッシュ
６φ＠150#

D10@200

1-D13

1-D13

1-D10

1-D10

基礎断面図　(FG1) アンカーボルトM16 詳細図　S=1/20

玄関土間 断面図　S=1/201-D10

1-D13

差し筋D10＠250

(盛土)

鋼製束　＠900

合板受け：90ｘ90＠900

大引　　：105ｘ105＠900
矩計図参照

@2700以内

@2700以内
D10@200

D10 @200
差筋アンカーD10 @300

1FL = 平均GL+530(B.M+730)

周囲　差筋アンカーD10＠300

【土間天端 = 平均GL+20(B.M+220)】

土間配筋：ワイヤーメッシュ６φ150ｘ150

平均GL からのレベルを示す

B.M からのレベルを示す

誘発目地位置を示す
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小屋伏図　S=1/100

小屋伏図 Ａ3：1/100 S-022026年度　井上地域児童クラブ増築工事

Ｎ

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

C2

C2

C2

C2

CG1

CG1

CG1

CG1

WG

M(V)

WG

M(V)

M(V)

R
G
2

R
G
1

R
G
1

R
G
1

R
G
1

R
G
1

R
G
2

V

MM

印は水平ブレース（M12）を示す。

印は壁ブレース　（M12）を示す。

印は水平ブレース（M12【シングル】）を示す。or

は 天井吊りボルト受け下地(C-60x30x10x2.3 or C-75x45x15x2.0)を示す。
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　通軸組図　S=1/100Y1

　通軸組図　S=1/100Y5 　通軸組図　S=1/100X1

　通軸組図　S=1/100X7

Ａ3：1/100軸組図 S-032026年度　井上地域児童クラブ増築工事
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B.PL下端

水上軒高

平均GL

基礎底

WG天端

FL

通芯

柱芯
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WG天端

B.PL下端

水下軒高
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RG2天端
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部材リスト S-04A3:1/102026年度　井上地域児童クラブ増築工事

５０－９００ ５０－９００

２．３５０－９００
２．３

５０－９００５０－９００

M12

40

PL－6

リブ

（上下）

1253.2

羽子板PL－6

40

M12

1253.2

羽子板PL－6

C1記号 妻・桁柱 C2隅柱 使用材料屋根(本体) 屋根(庇)

プレート

ボルト

部材

断面

プレート

ボルト

部材

断面

記号

パネル受

プレート

ボルト

部材

断面

記号

B.PL-12

A.BOLT　2-M16

・中ボルトはボルト、平座金、ばね座金、ナットを組合せた

　ボルトセットとして使用する。

B.PL-12

A.BOLT　2-M16

振止 V

C-75x45x15x2.3

SSC400

母屋 M

C-75x45x15x2.3

SSC400

小屋妻梁 RG2

C-75x45x15x2.3

SSC400

□－75x75x3.2□－75x75x3.2

STKR400 STKR400

1-M12

軒桁 WG

C-75x45x15x2.3

SSC400

2-M12 2-M12 1-M12

RG1小屋梁 RG1

LH-300x150x3.2x4.5

G.PL-4.5

3-M12

SWH400

錆止塗装

アンカーボルト

ボルト 4.8　 中ボルト（ばね座金付）

A.BOLT：JIS B1220 (SNR490：JIS G 3138）

10.9　中ボルト（ばね座金付）

ターンバックル胴　SNR400A 又は SNR400B

ターンバックルボルト　ボルト　SNR400B

羽子板　　　　　　　　　　　　SN400B

RH－75x90x15x2.3　 C－75x45x15x2.3

屋内部：JIS　K　5674　2回塗り

屋外部：JIS　K　5674　2回塗り

水平ブレース（M12）

ブレースリスト
・10.9ボルトは大臣指定品とする

・JIS認定品使用とする

平屋建 壁ブレース（M12）庇腕木 CG1

G.PL-3.2 G.PL-3.2 G.PL-3.2

カラーガルバリウム鋼板 t=0.6

裏面：発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4 貼り

カラーガルバリウム鋼板 t=0.6

ハゼ式 ボルト式

□P-60x30x2.3

方杖:□P-60x30x2.3

PL-9

4-M12

ボルト

平座金

ナット

ばね座金

B.S-6B.S-6

SSC400

STKR400

SWH400

（一般構造用軽量形鋼） JIS G 3350

（一般構造用角型鋼管） JIS G 3466

（一般構造用溶接Ｈ形鋼） JIS G 3353

鋼材 SS400 （一般構造用圧延鋼材） JIS G 3101

ブレース 壁：　　JIS認定品使用  (JIS A 5540)

水平：　JIS認定品使用  (JIS A 5540)

余長は３山以上

BOLT  10.9 1-M16
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鉄骨詳細図 S-05A3:1/302026年度　井上地域児童クラブ増築工事

FG1 FG1

C-75x45x15x2.3

M(母屋)

C-75x45x15x2.3

WG(軒桁)

C-60x30x10x2.3 or C-75x45x15x2.0

天井吊りボルト受け下地

水平ﾌﾞﾚｰｽ：M12 C-75x45x15x2.3

WG(軒桁)

RG1(小屋梁)

LH-300x150x3.2x4.5 C-75x45x15x2.3
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接　地　極４

下表による。ただし、これによりがたい場合は監督職員との協議による。

・

・

・

・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）

銅板１．５ｔ×９００×９００　　　補助接地棒（連結式１０φ×１、５００）

銅板１．５ｔ×３００×３００　　　補助接地棒（連結式１０φ×１、５００）
リード端子付　堀削埋戻中心深さ１．５ｍ　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）

リード端子付　堀削埋戻中心深さ　　　２ｍ　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）

リード端子付　堀削埋戻中心深さ　　　２ｍ　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）ＥＡ種　接　地

ＥＢ種　接　地

ＥＣ種　接　地

ＥＤ種　接　地

銅板１．５ｔ×５００×５００　　　補助接地棒（連結式１０φ×１、５００）

接地棒（１０φ×１、５００）５本　　リード端子付　打ち込み式

１

２

３ 工　事　内　容

工　事　仕　様

１

２

建　物　名　称 構　　造 階　　数

共　通　仕　様

特　記　仕　様

建　物　概　要

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅱ

工　事　場　所

延面積　（㎡） 備　　　　　　　考

電灯コンセント設備

高圧引き込み設備

受変電設備

非常用発電設備

幹線設備

動力設備

工事種目

建物別及び屋外 工事種別

（○印のついたものを適用する。）

テレビ共聴設備

自動火災報知設備

項目 特記事項

・ ・ ・ ・ ・

・

非常放送設備

トイレ呼出設備

※監督職員が指示、承諾、および検査を行っても当該工事に関する責は請負者にあるものとする。

電話・情報配管設備

非常警報設備

舞台音響設備

誘導灯設備

非常照明設備

・

・

・

・

S造 地上１階建

本工事 建築工事 機械設備 別途工事 既　設

・ ・ ・ ・ ・機械警備設備

照明器具取付設備

　　　なお機械設備工事の工事仕様書は（　／　）図、建築工事の工事仕様書は（　／　）図による。

（１）図面、特記仕様書及び現場説明書に記載されていない事項は、すべて国土交通大臣官房官庁営繕部監修の

　　　電気設備工事共通仕様書（最新版）　及び電気設備工事標準図（最新版）　による。

（１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。
（２）特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

・

工事期間中請負者の責任において労災保険に加入し、その費用は請負者の負担とする。

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出

すること。

・無

・引渡しを要するもの以外は構外搬出適切処理とする。

・構内指定の場所に敷きならしとする。

・構外搬出とする。

手前に写真撮影計画を提出する。

建物（施設）引渡しまで請負者は工事目的、工事材料等について火災保険をかけるも

のとする。

　すべて請負者の負担とする。

　ただし設置条件は、構内に作ることが　　・できる　　　・できない

（１）引渡しを要するもの

（２）特別管理産業廃棄物

・有（ＰＣＢ使用機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引き渡す。

住宅局建築指導課）２００５版」による。

・有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

要する費用は、請負者の負担とする。

設計用水平震度

（１）設計用水平地震力

　機材の品質・性能証明

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。

製造業者等が定められている機材については、設備機材等指定表又は、（社）公共建築協会

が実施する「建築材料・設備機材等性能評価事業」によって所要の品質・性能を有すること

の評価を受けた材料・機材等によるほか、これらと同等のものとする。ただし、これらの同

等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　使用する機材が設備機材等指定表による製造業者等のもの又は、「建築材料・設備機材等

　　品質性能評価事業」によって所要の品質・性能を有することの評価を受けたものである場

　　合は、共通仕様書第１編　１章　第４節　１．４．１　（ｂ）の品質および性能を有すること

　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署、その他の関係機関への諸手続き等に

契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行う。

き、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

電気事業法に定める自家用電気工作物に係わる工事においては、電気保安技術者をお

　　図、試験成績書は除く。

　　の証明となる資料の提出を省略することができる。ただし、共通仕様書に規定される製作

施工計画書は契約後速やかに提出し、製作図、施工図の提出時期を明示する。

建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂版）の建築設備編」による。また工事着

　設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針（建設省

　機器の重量［ｋｇｆ］に設計用標準水準震度を乗じたものとする。なお設計用水平震度は次による。

・図面に特記なきものは直付（ビス止め）型とする。

・　特定の施設（甲類・乙類） ・　一般の施設（乙類）
重要機器・水槽 一般機器・水槽 一般機器・水槽重要機器・水槽

設置場所

２．０
（２．０）
＜２．０＞

（２．０） （２．０）
＜１．５＞

１．５ １．５

＜１．５＞
（１．５）
＜１．０＞

１．０
上層階、屋上
及び塔屋

地下階・１階

１．５
（１．５）
＜１．５＞

１．０
（１．５）
＜１．０＞

１．０
（１．５）
＜１．０＞

０．６
（１．０）
＜０．６＞

１．０
（１．０）
＜１．５＞

０．６
（１．０）
＜１．０＞

０．４
（０．６）
＜０．６＞

０．６
（１．０）
＜１．０＞

重要機器

・配電盤　　　　　・自家発電装置　　　　・交流無停電装置　　　・直流電源装置

上層階の定義は次による。

（２）設計用垂直地震力

　下記の露出配管は塗装を行う。

・砲金製　　　　　　　　・アルミ製

　図面に特記あるもの及び特殊なものを除き　　　　　・金属製　　　・樹脂製

　　・屋　外　　　・屋　内（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、１．２ｍｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

中間階

耐震安全性の分類

露出配管

　取外し再使用機器は、原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後取り付ける。ただし、

・交換機　　　　　・火災報知器受信機　　・中央監視装置　　　　・　

・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　

　６階建以下の場合は最上階．７～９階建の場合は上層２階

　１０～１２階建の場合は上層３階．１３階建て以上の場合は上層４階

　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　絶縁劣化等仕様に耐えない場合は、監督職員に報告する。

（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。
　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

１５

１６

１７

１８

１９

金属製電線管の塗装

フラッシュプレート

再使用機器

呼び線

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

残土処理

施工計画書

工事写真

竣工時提出物

耐震施工

器材等

電気保安技術者

電気工事士

工事用電力

・　水その他

足場・さん橋類

工事用仮設物

保険

被害届等

発生材の処理

フロアベース・フロアプレート

児童クラブ増築

　長野県須坂市大字幸高 294-7の内、276-2の内（幸高町）

Ι 工　事　概　要

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を摘要する。

３

名　　　　称 測　点 取付高（ｍｍ） 名　　　　称 測　点 取付高（ｍｍ）

地上～上端
床上～上端

床上～中心

タンブラスイッチ

コンセント（一般）

ブラケット（一般）
　　〃　　（踊場）
　　〃　　（鏡上）

〃
〃
〃
〃

〃
鏡端～中心
床上～下端
床上～上端

床上～中心

〃
〃

（廊下・室内）
床上～下端

床上～中心

壁付アウトレット
〃

〃
〃

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃

〃
〃
〃

タンブラスイッチは連用形とする。

電

灯

力

動

電

話

時

声

・

計

拡

表

示

イ

ン

ン
タ
｜
ホ

テ

信

レ
ビ
共
同
受

火

報

災

地中線路には、ケーブル埋設票をもうける。

・鉄製　　　　　　　　　・コンクリート製

監督職員と協議のうえ決定する。

プルボックス、ジョイントボックスおよび機器を実装しないプレートには、用途を明示した

略標をつける。

努めること。

本工事の動力制御盤より機械設備電動機等への、配線接続は本工事とする。

非常放送を有するときは、非常放送中における自動火災報知設備の地区音響装置の鳴動停止

機能を付加すること。

置する。

・標準形　（ただし鳴動用穴は直接扉に明けたもの）

図面に特記なきものは下表を標準とする。但し下表によりがたい場合には監督員との協議による。

床上～中心

〃
台上～中心
床上～中心

（ＥＰＳ・電気室）

　ボックス（一般）

フロアコンセントは、直付（ビス止め）型垂直上下式（黄銅製）とする。

盤および組込機器は一体形製作とし、その機能保証はすべて盤製作メーカーとする。

った場合はこれに協力すること。

　　　ア　受注時登録データーの提出期限は、契約締結後１０日以内とする。

　　　ウ　なお、施工中に、受注時登録データーの内容に変更があった場合は、変更があつ

　　　　た日から１０日以内に変更データーを提出しなければならない。

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

床上～操作部

５個以上の場合は（２５）を２本、天井まで立上げる。

電源は非常用と一般用の２系統とし、降圧トランスおよびバッテリー等原則として別々に設

・函体および扉の鋼板厚は１．６ｍｍ以上とし、鳴動用穴は直接扉に明けたものとする。

壁付けコンセント（２Ｐ１５Ａ）は原則として連用形とする。ただし、２口の場合は複式を

使用して良い。また（２Ｐ１５Ａ）以外はすべてキャップ付とする。

（２）　承諾を受けた後に、（財）日本建築情報総合センターにフロッピーディスクにより

　　　提出すると共に、同センター発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出し、

　　　　　登録結果を報告する。

　　　イ　完了時登録データーの提出期限は、工事完成後１０日以内とする。

本工事について、公共工事労務費調査、資材調査及び建設副産物実態調査等県から依頼があ

（３）「工事カルテ受領書」の提出期限は下記による。

（１）　請負金額が２、５００万円以上の場合の請負者は、工事実績情報として「工事カル

　　　テ」を作成し、監督職員に提出し承諾を受けなければならない。

埋込分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（２５）を１本

ブルボックス等のプレ－トおよび函体で露出するものは、焼付塗装とし化粧ビス止めとする。

工事区分表（平成　年版）による。ただしこれにより難い場合は監督職員と協議する。

施工は全て設計図書に示された設備が、機能を完全に発揮するように誠実に行うこと。

　　〃　（身障者用）

　　　　〃（便所等）

フロアコンセント

ケーブル埋設票

プレートの用途表示

色彩の決定

プレ－トの塗装

施工管理

施工

参考図書

各部屋照明器具
の照度測定

機器への接続

配線器具

（総合盤）

予備配管

複合防災盤

機器収容箱

施工体制台帳

調査依頼

工事カルテ

作成登録

施工図等の取扱い

他工事又は他工種

との取り合い

受信機
副受信機
機器収容箱
発信器
ベル
消火栓表示灯

機器収容箱
アウトレット

　　　　〃　（一般）
　　　　〃　（和室）

表示盤
壁付発信器
ベル
ブザー
押ボタン

身障者用表示灯

壁掛形親時計

子時計

壁掛形スピーカー
アッテネーター

　　　　　〃　（和室）

共

通

取引用計器
引込開閉器
警報盤

分電盤

　　　　〃　（和室）

　　　　〃　（台上）

避難口誘導灯
廊下通路誘導灯

押ボタン

壁掛形制御盤

手元開閉器
操作スイッチ

室内端子盤

中間端子盤

集合保安器箱

各部屋 1箇所（道場は照度分布図）照度測定　

建設大臣官房官庁営繕部監修「電気設備工事監理指針」（最新版）による自主施工管理に努

長野県電設業協会発行「電気設備工事施工の手引」（最新版）

知

２，０００
１，８００

１，５００

１，３００

　　３００

２，１００
２，５００
　　１５０

　　１，５００以上
　　１，０００以下

１，５００

１，５００
１，３００

　　３００

　　３００
　　１５０

（天井高）×０．９

１，５００

１，１００

　　１５０

　　１５０
　　５００

１，５００

１，５００

１，３００

１，３００

１，３００
　　９００
１，８００

１，５００

　　３００
　　１５０

　　３００
　　１５０

（天井高）×０．９

（天井高）×０．９

（天井高）×０．９

（天井高）×０．９
（天井高）×０．９

（天井高）×０．９

１，１００

（上端１，９００以下）

（天井高）×０．９
（天井高）×０．８

８００～１，５００
８００～１，５００
８００～１，５００
８００～１，５００

壁付インターホン
　〃　（身障者用）
壁付位置ボックス

　　　　〃　　　（和室）
　　　　〃　　　（一般）
　（壁付インターホンを除く）

　〃（身障者用押釦）

79.11㎡

　　　　　　　　　〃

ネグロス電工　　未来工業
三菱電機　　東芝ライティック　　
矢崎　　パナソニック　　金門
未来工業　　ネグロス電工　　パナソニック
日新電機　　内外電機　　パナソニック
日新電機　　内外電機　　パナソニック
日新電機　　内外電機　　松下電器　　川崎電気
東芝ライテック　　パナソニック　　三菱電機　
パナソニック　　神保　　摂陽　　東芝ライテック

配線支持材料

ケーブル

ガス漏れ警報器
プルボックス類

照明器具
配線器具
同上付属品

電線

電線管

換気扇

制御盤

下記同等品以上とし、監督職員の承諾を得たものとする。
尚※印の機材はメーカー責任施工とする。

低圧分電盤端子盤
高圧キュ－ビクル

　　　　　　〃

　　　　　　〃
ＪＩＳ表示品及び電気マーク入り

５　メーカーリスト

（1）　幹線・動力設備改修工事

 (2)　 電灯コンセント設備改修工事

（3）　弱電・非常警報設備改修工事

児童クラブ既設 S造 地上１階建 159.22㎡

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

・

（上端１，９００以下）

（上端１，９００以下）

建築工事特記にて指示とする。

パナソニック　　セコム
能美　　パナソニック　　ニッタン　　ホーチキ
ホーチキ　　東芝ライティック　　日本アンテナ　　
アイホン　　パナソニック　　東芝ライティック
パナソニック　　ＪＶＣ　　　ＴＯＡ

インターホン
放送機器

防犯装置
火報防火扉
テレビ共聴

２０２６年度  井上地域児童クラブ増築工事（電気設備工事）

建築工事特記にて指示とする。

機　器　取　付　高
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A3:1/150 E-02

配置図　S=1/150

中電柱 51ク691

Ｓ

電力引込空中分岐

1φ3W 電灯EM-CET38ﾟ(HIVE54)

3φ3W 動力EM-CET14ﾟ(HIVE36)

 電灯EM-CET38ﾟ(天井内）

EM-CET38ﾟ(HIVE54)ＥＤ

EM-IE5.5ﾟ(HIVE16)

引込配管エントランスキャップ共、（引込金物L=900腕金）

DV2.6-3C架空線撤去

至る校舎内既設分電盤開閉器MCB3P50A撤去、離線、端末処理

以降別図E-07参照

以降別図E-07参照

1FL＝BM+730

1FL＝BM+830

電灯幹線・配置図

道路境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

-105

-150
-190

-205

+885

BM＝±0

+35

-40 +400

Y5

Y1

X1 X7

Ｎ

既存建物

申請建物

前面道路

市道

既存建物増築建物

UP

最高の高さ：4.645ｍ

最高の軒高：4.455ｍ

UP

道路中心線

法42条第1項第1号道路

軒先ライン

最高の高さ： 4.80ｍ

最高の軒高： 4.55ｍ

1
,
8
0
0

7
,
2
7
5

1
4
,
4
0
0

2
,
1
0
0

1,600

746

1
,
0
0
0

1
2
,
8
4
0

285 37.5

3
7
.
5

3
7
.
5

10,925 1,020322.51,315

10,800

10,875

37.5

2,410 1,750

7
,
2
0
0

6
,
2
6
0

Ｙ０ Ｙ６

Ｘ０

Ｘ８
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分電盤名称 主 開 閉 器

Ｌ－１ ELCB3P 100AF/100AT

CVT38 E14 E5.5

分岐開閉器
コンセント Ｆ Ｃ Ｕ

回路番号
照 明

非常警報A

B

1

2

3

4

5

1

2
3

付 属 機 器

そ の 他 予 備 ＲｙＴｒＭｇＯ Ａ 負 荷

①200V

②200V

③200V

④200V

200V

4
5

6
7

8
9
10

11
12

13
14
15

16
17

18
19
20
21
22
23

L-1 新設電灯盤　屋内壁掛型　　標準色　鍵付き（市販品住宅盤可）
200V

100V

計器類は全て電力会社支給品

１φ３Ｗ２１０／１０５Ｖ

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ

Ｓ

屋外露出型 　鋼板(SUS)製　標準色　鍵付き

ＭＣＢ

３Ｐ

３φ３Ｗ２１０／２１０Ｖ

３Ｐ

１００／１００ＡＴ

Ｌ－１　ＥＭ－ＣＥＴ３８　ｓｑ

ＥＭ－ＣＥＴ１４　ｓｑ

ＭＣＢ

１００／７５ＡＴ
ＥＬＣＢ

３Ｐ

５０／４０ＡＴ

ＨＢ　２Ｐ　２０Ａ

電灯盤

検付

ＷＨ １φ３Ｗ１２０Ａ

ＥＬＢ３Ｐ５０Ａ

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

市販品住宅盤可

　〃

　〃

　〃

　〃

既設電灯盤結線図（撤去）

１

２

３

４

５

６

７

９

８

Ａ

CT Ｗｈ

×２台

遊戯室エアコン２台

１０

１２

１１

１３

１４

１５

電灯

〃

〃

非常警報

コンセント

ＩＨ

〃

〃

〃

〃

エアコン

排水路

排水路

エアコン

エアコン

エアコン

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

新設電灯盤・引込開閉器盤・既設電灯盤図
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照明器具姿図・弱電機器図 ― E-04

電池試験

交流電源 非常警報設備

復 旧



Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修

長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４
J O B  N A M E S H E E T  T I T L E S C A L E S H E E T  N O .D A T E

ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 2026年度　井上地域児童クラブ増築工事
026-246-7272℡

E-05幹線・動力・弱電設備　平面図

１階平面図

A3:1/100

Ｓ

 電灯EM-CET38ﾟ(天井内）

PA-1 3φ3W 5.7kW PA-1 3φ3W 5.7kW EM-CE5.5ﾟ-4CEM-CE5.5ﾟ-4C

P.BOX(SUS防水)

150x150x150

EM-CE5.5ﾟ-4C(ﾋﾞﾆﾙ被覆F2 30)2ｹ所

EM-EBT0.5-2P

EM-EEF1.6-3C

EM-HP1.2-2C

EM-AE1.2-2C

以降別図E-06参照

P.BOX(SUS防水)

400x400x250

P.BOX(SUS防水)

200x200x150

×２

ｔ

ｄ

Ｐ Ｂ

誘導標識

誘導標識

引込開閉器盤 

電話機形ｲﾝﾀｰﾎﾝ 親機壁付

ﾄﾞｱﾎﾝ 壁付

電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ(壁付) 

P型総合盤 (縦型)

図中特記なき機器は下記による。

Ｓ

ｔ

ｄ

Ｐ

Ｂ

X1 X3X2 X6 X7X4 X5

Y1

Y3

Y2

Y4

Y5

CH2700

ホール

遊戯室

CH3000

多目的WC

W･WC

収納

収納

SK

UP

AW(掃き出し)AW(掃き出し)

カーテン

M･WC

手洗い

玄関

Ｎ

庇ライン

3
7
.
5

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

3
7
.
5

1
,
0
0
0

7
0
0
1
,
1
0
0

1
,
6
2
0

1
,
9
8
0

7
,
2
0
0

7
,
2
7
5

1
,
8
0
0

1,800 1,800 1,8001,800 1,8001,8001,800 37.537.5

10,800

5006,700

10,875

1,760

6
0
0

3
,
0
0
0

1
,
8
0
0

2
,
4
0
0
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S C A L E

A3:1/100 E-06

１階電灯平面図 １階コンセント平面図

３

Ｓ
Ｂ

Ｓ

Ａ

Ｓ

Ａ

Ｓ Ｃ

ＳＬ

ＳＬ

Ｓ

３
Ｌ
Ｌ

Ｓ
Ｃ

Ｂ

2.0

ＥＴ ＥＴ

ＥＴＥＴ

ＥＴ

ＥＴ

２Ｅ

PHﾋｰﾀｰ1.0kW（100V）

PHﾋｰﾀｰ1.0kW（100V）

PHﾋｰﾀｰ0.5kW（100V）

12

B

13

14

15

16

18

17

19

遊戯室

Ａ５２ × ９

ａ３０ × １

ホール

Ｂ１０ × ３

ａ０９ × １ Ｍ・ＷＣ

Ｂ１０ × ４

玄関

ａ０９ × １

Ｂ１０ × ２

Ｗ・ＷＣ

Ｂ１０ × ４

多目的ＷＣ

Ｂ１５ × ２

外部

Ｄ × ２

外部

Ｅ × ３

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-2Cx2

EM-EEF1.6-3C+2C

EM-EEF1.6-3Cx2

EM-EEF2.0-3C1線接地

EM-EEF1.6-3C1線接地

EM-EEF1.6-2Cx2１線接地

図中特記なき配線は下記による。

天井内はコロガシ、立下げ、貫通部は保護管使用。

2.0

EM-EEF2.0-3C線接地

図中特記なき配線は下記による。

天井内はコロガシ、立下げ、貫通部は保護管使用。

埋込ｽｲｯﾁ 1P15A

埋込ｽｲｯﾁ(PL付 ) 1P15A

埋込ｽｲｯﾁ 3W15A

埋込 ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1ET付

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2E付

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2扉付2E付

人感ｾﾝｻｰ親機8A WTK24818

人感ｾﾝｻｰ親機 換気扇連動 WTK2604

人感ｾﾝｻｰ子機 換気扇連動 WTK29318

人感ｾﾝｻｰ操作ｽｲｯﾁ1回路用 WTA5820WK

人感ｾﾝｻｰ操作ｽｲｯﾁ2回路用 WTA5822WK

警報ﾗﾝﾌﾟ付ﾌﾞｻﾞｰ EA5501

非常用押釦 WS65771

換気扇 SW　機械設備支給品 

換気扇　機械設備工事 

図中特記なき機器は下記による。

L

3

ET

2E

2ETS
Ｓ Ａ

Ｓ
Ｂ

Ｓ Ｃ

Ｓ

ＳＬ

Ｂ

２ＥＴＳ

２ＥＴＳ

２ＥＴＳ

２ＥＴＳ

２ＥＴＳ

ガードプレート付（共通）

増築部分電灯

増築部非常灯

別図幹線図参照
以降別図E-07参照

電灯・コンセント設備 平面図

X1 X3X2 X6 X7X4 X5

Y1

Y3

Y2

Y4

Y5

X1 X3X2 X6 X7X4 X5

Y1

Y3

Y2

Y4

Y5

ホール

遊戯室

CH3000
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 2026年度　井上地域児童クラブ増築工事
026-246-7272℡

A3:1/100 E-07増築棟・既設棟　系統平面図

Ｓ

EM-HP1.2-2C

EM-EBT0.5-2P

EM-CET38ﾟ

VVF2.0-3Cx20

VVF1.6-3C

VVF1.6-3C

P.BOX(SUS防水)

400x400x250

P.BOX(SUS防水)

200x200x150

EM-EEF2.0-3Cx10(HIVE70)x2

EM-EEF1.6-3C　同上管内

EM-CET38ﾟ(HIVE54)

EM-EBT0.5-2P(HIVE28)

EM-HP1.2-2C 同上管内

既設電灯幹線CVT14ﾟ（撤去しない端末処理）

以降別図E-05参照

以降別図E-06参照

既設電灯盤撤去、更新 分E-03分電盤図参照

取外し・再取付

取外し・再取付

電灯分電盤 

電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ(壁付) 

P型総合盤 (縦型)

(非常灯電池内) FL20Wx1 直付

図中特記なき既設機器は下記による。

Ｐ

Ｂ

取外し・再取付

×２

×２

ＰＢ

建築面積

面積表

敷地面積

申請建物

床面積

既存建物

児童クラブ 通路児童クラブ 合計小計

(31.34 坪) 159.22

438.20　㎡

159.22

159.22

179.7620.5480.03 (24.21 坪)

79.11

259.79 ・・建ぺい率：59.28％

238.33 ・・容積率　：54.44％
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+40 +140 +240 +340 +440 +540 +885
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+1255
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+280+120

集水桝３００角
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多目的WC収納
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AW

AW
AW

CH2700
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遊戯室
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玄関
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収納
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 2026年度　井上地域児童クラブ増築工事
026-246-7272℡

A3:1/100 E-08

改修平面図 既存平面図

Ｌ

３３３

３
３
３

Ｌ

３

３

L-1

玄関

ａ０９ × １

Ｂ１０ × ２
ケア室

Ｃ × １

外部

Ｄ × ２

再

VVF1.6-2C

VVF1.6-3C

図中特記なき配線は下記による。

天井内はコロガシ、立下げ、貫通部は保護管使用。

電灯分電盤 

A　ガード付 FHF32Wx2

B FL20Wx1直付 

C (非常灯電池内) FL20Wx1直付

D ﾌﾞﾗｹｯﾄ 20Wx1直付

埋込ｽｲｯﾁ 1P15A

埋込ｽｲｯﾁ 3W15A

P型総合盤 (縦型)

図中特記なき既設機器は下記による。

3
Ｐ

Ｂ

1

2

3

A

B

C

C

D

D

遊戯室　ガード付

Ａ５２ × ２７

誘導標識

誘導標識

誘導標識

誘導標識

誘導標識

キ

キ

キ

キ

既設照明器具は全て撤去LEDに更新

×印は撤去、再印は取外し・再取付

ＰＢＰＢ

X7 X7

既存棟　電灯設備　改修平面図
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ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 2026年度　井上地域児童クラブ増築工事
026-246-7272℡

A3:1/100 E-09既存棟　コンセント・弱電設備　改修平面図

改修平面図 現況平面図

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

２ＥＴＳ

２ＥＴＳ

ＡＣ

ＷＰ

Ｌ

11

7
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4

5

6

9

20

21

10

L-1

1φ200V ４台（エアコン）

EM-EEF1.6-3C保護管共

凍結防止ヒーター用

既設コンセント取外し・再取付

電灯分電盤 

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 

直列ﾕﾆｯﾄ壁付 中間75Ω

電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ(壁付) 

排水路ヒーター 

換気扇 

図中特記なき既設機器は下記による。

Ｈ

VVF2.0-3C

図中特記なき配線は下記による。
EM-EEF2.0-3C

図中特記なき配線は下記による。

天井内はコロガシ、立下げ、貫通部は保護管使用。

電灯分電盤 L-1

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2EET扉付

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1E

防水ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2EET

図中特記なき新設機器は下記による。
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長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 A3:1/1002026.03 M-012026年度　井上地域児童クラブ増築工事 機械設備　特記仕様書

SHEET TITLEDATE JOB NAME SCALE SHEET NO.

026-246-7272℡

-７．１ ２１．０ ５０．０

２７．０ ５０．０３２．５

標準共通仕様書第２編によるほか下記による。

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編２．４．１、表４．２．１２による。

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ（グランド部を含む）、フランジ、可とう継手及び空調ダクトのフランジは、

建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

保温種別は下記による

　ダクト　　　　　　　　　　　・ イ（・ １号　・ ２号）　・ ロ

・　空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・　還りダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・ 範囲は図示による　・　

・　全熱交換器用ダクトの保温要（保温厚25mm）　・ 範囲は図示による　・ 全て

・　排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。

　 なお仕様はｄ(ハ)とする。

・　ピット内配管の保温は、施工手引「施工１０８」による。

　機器　　　　　　　　　　　  ・ イ　　　　　　　　　　　・ ロ

　冷温水、冷水、温水、蒸気管　・ イ　　　　　　　　　　　・ ロ

　給湯管　　　　　　　　　　　・ ハ　　　　　　　　　　　・ ロ（凍結防止帯巻部分）

　　消音内貼り

　給水管　　　　　　　　　　　・ ハ　　　　　　　　　　　・ ロ（凍結防止帯巻部分）

事

項

一

般

共

通

●

　・重要水槽類（・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　）

　・危険物貯蔵装置・火を使用する設備　

地下階、一階 （１．０）

〈１．５〉 〈１．０〉

（１．０）

〈１．０〉

（１．０） （０．６）

〈０．６〉

１．０ ０．６ ０．６ ０．４

（注）１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　重要機器、重要水槽とは下記に示すものをいう。

　 2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　 3)100kg以下の軽量な機器（共通仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し据え付け又は取付を行うも

　　　　　　　 ・ 避難経路上に設置する機器 ・　　　　　　　　）

　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

　吊金物は亜鉛メッキ又はステンレス鋼製とする。（電食の恐れがある為、被覆付吊金物とする）

　給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向かって下り勾配とする。

　コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを1/2重ね１回巻きとする。また、コンクリ－

　ト土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

　土中埋設管（排水含む）は、管の上下をサンドクッション厚100mmで保護する。

　図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分は埋設標示ピンとする。

　また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

　排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

　標準仕様書第２編２．８．１、施工手引第３章施工標準図によるほか充填箇所はシーリング材によりシーリングする。

　飲料水管系に使用されているペーストシール剤は、室内汚染に係る揮発性化合物に指定されている下記の物質を材料及び

　製造工程に使用されていないこと。

　給水管の埋設深さは　　　　　　　mmとする。又、ガス管の埋設深さは　　　　　　　mmとする。

　配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

設　置　場　所

耐　震　安　全　性　の　分　類

中　間　階

（２．０）

〈２．０〉

（２．０）

（１．５）

〈１．５〉

〈１．５〉

（２．０）

〈１．５〉

（１．５）

〈１．０〉

（１．５）

〈１．０〉

（１．５）

〈１．０〉

（１．０）

〈０．６〉

重要機器・水槽 一般機器・水槽 重要機器・水槽 一般機器・水槽

２．０ １．５ １．５ １．０

１．５ １．０ １．０ ０．６

上層階、屋上及び塔屋

・ 一般の施設（乙類）

600

　機械改修工事標準仕様書第２編５章による。

　・ 性能確認試験 (　　　　　　　）・ 施工後確認試験 (　　　　　　　　　　）確認強度　    　　　kN

　　 のとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

5.0

31　ペ－ストシ－ル材

29　管 の 埋 設 表 示

28　管 の 埋 設

26　配　管　勾　配

25　吊　金　物

24　施工図等の取扱い

23　他工事との取合い

22　あと施工アンカ－

　　確認試験

30　貫 通 部 の 処 理

27　管 の 保 護

(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。

出

露

内

屋

出

露

内

屋

※　配管には、冷媒管は除く。

・ ステンレス鋼板　　　　　　・　

・ アルミガラスクロス　　　　・　

・　冷媒管の保温の外装は下記による。なお保温化粧ケースは塩化ビニール樹脂製とする。

・　配管の保温外装

便所・ピット

天井内

天井内

機械室

屋　外　露　出

屋　内　露　出

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

居室・廊下など

（　　　　　　　）

屋外露出、多湿箇所

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

（　　　　　　　）

屋外露出、多湿箇所

居室・廊下など

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

・ アルミガラスクロス　　　　・　

・ アルミガラスクロス　　　　・　

・　ダクトの保温外装

・　各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（　　　　　　　　　　　　　　）

・ 着色アルミガラスクロス　　　　・　

Ｎ　　Ｃ　　値Ａ　特　性　(ｄＢ)室　　　　　　　　名

下表によるほか、耳ざわり音がないよう機種選定およびダクト消音対策を行う。2　居 室 騒 音 限 界

外　　　気

冬　季

1　設 計 温 湿 度

％

℃ ％

℃％

℃ ％

℃％

℃ ％

℃％

湿度(RH)

℃ ％

湿度(RH)温度(DB)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

℃

湿度(RH)温度(DB)

夏　季

一　般　系　統

屋　　　　　　　　　内

・　換気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・ 範囲は図示による　・ 外壁より１ｍ以上

・　外気取入れダクトの保温要（保温厚25mm）　　・ 範囲は図示による　・ 全て

　(1)引渡しを要するもの　　・ 無　　・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　(2)引渡しを要するもの以外

　 　構外搬出し関係法令により適切に処理をすること。廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に

　　 基づく処理を業として許可を取得している者に委託すること。又、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業

　(3)特別管理産業廃棄物　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　 産物の適正処理）を提出すること。

　(4)再利用又は再生資源化を図るもの　（コンクリ－ト塊､アスファルト塊､木くず､金属くず､塩ビ管､　　　 ）

　 「リサイクル法」に基づき、請負者は工事の着手前に「再生資源利用促進計画書」及び「再生資源利用計画書」を提出

　　 出すること。施工手引第２章２及び４により発生材処理報告書（処分状況の写真、マニュフェストの写し、及び建設副

　　 廃棄物処理業の許可の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をまとめた廃棄物処理計画書を監督職員に提

　 　すること。

　　 し、監督職員の承諾を受けること。また、竣工後に「再生資源利用促進実施書」及び「再生資源利用実施書」を提出す

　設計用標準水平震度

　電気保安技術者を設置する。

　資材の保管は必ず屋根をかけ地上 30cm以上の架台に乗せる。

　標準仕様書第１編１．７．４によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレス線等で取付ける。

　機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板（アクリル樹脂製、文字彫込み程度）を設ける。

　大きさは、約　　　　　　㎡とする。

　（管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する。）

　(1)機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

　(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

　機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

　耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」（建設省住宅局建築指導

　課監修1997年版）による。

　 1)設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量)に、次に示す地域係数及

　工事竣工後、その結果を書面で施設あてに報告する。

　　 び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は1.0とする。

　・　本工事（・ 風量調整　・ 水量調整　・ 室内外空気の温湿度測定　・ 騒音測定)　・ 別途

20　容 量 等 の 表 示

19　定　期　報　告

18　総　合　調　整

17　取 扱 説 明 板

16　文 字 入 名 札 等

13　電気保安技術者

14　技 能 士 の 適 用

15　資 材 の 保 管

21　耐　震　措　置

　　　３．上層階の定義は次による。

　・ 重要機器（・ 給水装置 ・ 排水装置 ・ 換気機器 ・ 空調機器 ・ 防災設備　・ 監視制御設備　・ 危険物貯蔵増地

　　　　　２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階

　　　２．〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

冷

暖

房

設

備

●

・　低圧ダクト　・ 高圧１ダクト　・ 高圧２ダクト3　ダ　ク　ト

● 1　ダ　ク　ト

・　アングルフランジ工法　　・ スパイラルダクト　　・ アルミフレキシブルダクト

・　低圧ダクト　・ 高圧１ダクト　・ 高圧２ダクト

3　ダ ン パ －

2　風量測定口

空気調和設備の該当項目による。

設

備

換

気

1　大便器洗浄弁

2　大便器ロ－タンク

4　小便器洗浄弁

・　露出　　・ 隠ぺい　　・ 水抜き装置付

・　不凍結装置付　・　感知小便器一体型フラッシュ方式　・　個別感知フラッシュ方式（・埋込　・露出）

・　バキュ－ムブレ－カ－　　・ 不凍結装置付　　・ 低圧フラッシュバルブ（　　　　　　　　　　　　　）

・　水抜き装置付　　・ 防露式密結型

2

衛

生

器

具

設

備
5　小便器洗浄用

　 ハイタンク

給

水

設

備

1　量　水　器

2　量　水　器　桝

3　　　弁

4　引 込 納 付 金 等

6　建物導入部配管

5　給　水　勾　配

水道事業者指定品（・ 貸与品　　・買取り）　　・ 標準図ＭＣ形

・　不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。

・　標準図　施工４、５（・(a)　・(b)　・(c)）による。

・　水道直結部分JIS（・ 10kg/cm （0.98Mpa）　　・　　　　　　　　　　）

・　要（・ 本工事　　・ 別途）　　・ 不要

排

水

設

備

2　排 水 勾 配

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

屋外　・ 1/100以上

2

12　発 生 材 処 理

11　欠番

建　物　別

工 事 種 目

３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）

○　空　気　調　和　設　備

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

屋　　内

○一式

○一式

方　法　及　び　種　別 設　　　　　　備　　　　　　概　　　　　　要

空　　　調　　　方　　　式

冷　　暖　　房　　方　　式

暖　　　房　　　方　　　式

換　　　気　　　方　　　式

給　　　水　　　方　　　式

排　　　水　　　方　　　式

・ ・ ・ ・

・ ・

４．設　備　概　要（○印を付けたものを適用する）

局所

・　温風暖房 ・　温水暖房

・　局所換気

・　建物内汚水、雑排水（・ 分流　・ 合流）

・　建物外汚水、雑排水（・ 分流　・ 合流）

放流先　　　　・ 公共下水　　　・ 水路

○一式

○一式

・第１換気

●　換　　 気　　設 　　備

〇　厨 　房 　機 　器 　設 　備 ○一式

〇　排　　 煙　　設 　　備

●一式

○一式

○一式

○一式

・　ＦＦ暖房 ・　パネルヒーター

●　冷　 暖 　房 　設 　備

○　暖　　 房　　設 　　備 ○一式

し尿浄化槽　　　　　（・合併　・単独　・併合）

●一式

○一式

・　電気ヒ－トポンプエアコン ・　ガスヒ－トポンプエアコン

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

〇　給　　 湯　　設 　　備

〇　消 　　火　　設　　 備

〇　ガ　　 ス　　設　　 備

工 事 種 別 構　　造 階　　数 耐 震 分 類

２．建　物　概　要

消 防 法建 物 名 称 延床面積(㎡)

Ⅰ．工　事　概　要

１．工　事　場　所

○公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（●印を付けたものを適用する。）

１．共　通　仕　様

Ⅲ．工　事　仕　様

　(1)章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

２．特　記　仕　様

●公共建築工事標準仕様書　　（機械設備工事編）（最新版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

●公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

●公共建築設備工事標準図　　（機械設備工事編）（最新版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

○公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編）（最新版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

○建築工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　（最新版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

○建築改修工事標準仕様書　　　　　　　　　　　（最新版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

○公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編）（最新版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修●

●

●

●

●

　(2)特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは適用しない。○

特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

　　　使用する機材が設備機材等指定表による製造業者等のもの又は、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によっ

　　　て所要の品質・性能を有することの評価を受けたものである場合は、標準仕様書第１編第１章第４節１.４.２（Ｃ）

　　　の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定される製

　　　作図、試験成績書等は除く。

　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）か

 （1）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。ただし、これらと同等

 （2）機材の品質・性能証明

 （3）化学物質を発散する建築材料等

　　　のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

項　　　　　目

1　機　　材　　等

章

事

項

一

般

共

通

●

　　　ら２）を満たすものとする。

　　　ムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　 1）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　 2）接着剤はフタル酸ジーｎーブチル及びフタル酸ー２ーエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホル

9　建 設 発 生 土

8　竣 工 時 提 出 物

6　保　　　　険

7　被　害　届　等

5　足場・さん橋類

4　工事用電力・用水等

2　水分中の化学物質の

　 濃度測定

　・　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　・ 本工事で負担する。

     ・ 内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

　　 ・ 外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

　この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

　・　改修機械設備標準仕様書第１編2.2.1によるほか下記による。

　(1)建物（施設）引渡しまで請負者は工事目的物、工事材料等について火災保険等を掛けること。

　(2)工事期間中、請負者の責任において労災保険に加入し、その費用は請負者の負担とする。

　暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届けを速やかに警察に提出すること。

　標準仕様書によるほか別表による。

　・ 根切中の良質土（ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂）　・ 山砂の類

　飲料水配管の水分についてトルエン、キシレンの濃度測定を行い報告すること。

　なお、水質の濃度測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

機械設備工事特記仕様書

10　埋め戻し土・盛土

　・ 監督員が指示する構内の場所に敷ならし　　・ 構内指定場所にたい積　　・ 構外搬出適切処理

○一式

・　水道直結式　　　・　加圧式　　　　　・　高置タンク式（・上水　・井水）

須坂市大字幸高２９２

井 上 地 域 児 童 ク ラ ブ 増築

既存

S造

S造

地上１階

地上１階

７９.１１

１５９．２２

（６）　ハ

○一式○一式○　自　動　制　御　設　備

●　衛　生　器　具　設　備

●　給　 　水　　設 　　備

●　排　 　水　　設 　　備

○　撤　　　　　　　　　去 ○一式

●一式

●一式

●一式 ●一式

●一式

屋　　外 既存棟

●一式

・ 特定の施設（・甲類　・乙類）

　排水管　　　　　　　　　　　・ ロ　　　　　　　　　　　・ 

・ ステンレス鋼板　　　　　　・ 樹脂化粧ケース　　　　　　・ カラ－鉄板

・ ステンレス鋼板　　　　　　・ カラ－鉄板

・ アルミガラスクロス　　　　・　

・ アルミガラスクロス　　　　・　

・ 樹脂ファインカバ-

・ 樹脂ファインカバ-

・　屋外露出部（給水管、給湯管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、弁類）ピット内（給水管）

●

● ・　親メ－タ－（・ 貸与品　　・　既設　）　・ 子メ－タ－（・ 買取り　　・　　　　）　・ 既存移設品

1　洗面器等の排水管
●

32　電　線　類

33　は　つ　り

34　保温及び

35　防　凍　保　温

36　試　　　験

●一式

●一式

3　監 督 員 事 務 所 　・　設けない　・　設ける　　　　現場事務所（作業員用休憩所）　・　設けない　・　設ける

3　洗浄式便座

各配管の保温厚で標準仕様書中厚30mm未満の箇所はすべて厚30mm以上とする。ただし、排水管は除く。

　（・ 排水トラップ　・ 鉛管　・ 鋼管類　・ ビニール管　・ ドレーン管　・　　　　　　　　）

(2)新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

・　排気ダクトの保温要（保温厚50mm）　　　　　・ 厨房排気フ－ドダクト(保温厚RW50ｍｍ）

　(5)再生資源利用実施計画書等を提出すること。

　・　配管(１．２)　・ 冷凍空気調和機器(１．２)　・ 熱絶縁(１．２)　　・ 建築板金(１．２)

・　アングルフランジ工法　　・ スパイラルダクト

・　加熱方式（・ 貯湯式　・ 瞬間式）　給水方式（・ 給水管直結給水方式　・ ポンプ加圧給水方式）

・　その他の部分JIS（・  5kg/cm （0.49Mpa）　　・ 10kg/cm （0.98Mpa））

屋内　・ 65A以下は1/50、75A以上は1/100以上

・ 綿布　　　　　　　　　　　・ 樹脂化粧ケース



1FL＝BM+730

1FL＝BM+830

配置図　S=1/150

2026.03 A3:1/150 M-02配置図・配管図2026年度　井上地域児童クラブ増築工事

Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修

長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号

DATE JOB NAME SHEET TITLE SCALE SHEET NO.

026-246-7272℡

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

道路境界線

Ｎ

20PP

コンクリート舗装、取壊し、復旧共（建築工事）

既設量水器20㎜GV20、ボックス

既設管分岐工事

×2

以降既設改修工事分

+35 +475

-40

+180

±0

+140 +240 +340

BM＝±0

+120

+540

+280

+200

+400

Y5

Y1

X7X1

既存建物

前面道路

市道

Ｍ

申請建物

既存建物増築建物

最高の高さ：4.645ｍ

最高の軒高：4.455ｍ

最高の高さ： 4.80ｍ

最高の軒高： 4.55ｍ

UP

道路中心線

法42条第1項第1号道路

UP

既存土間コンクリート

1
4
,
4
0
0

10,925

7
,
2
0
0

10,800 6
,
2
6
0

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　　〃

　　　〃

排水管

排水管

硬質塩化ビニル管　　　　　　　　（ＶＰ）

水道用ポリエチレン管　　　　　　（ＰＰ）

内外面被覆硬質塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

　　　〃

凡例

硬質塩化ビニル管　　　　　　　　（ＶU）

給水管

通気管 硬質塩化ビニル管　　　　　　　　（ＶＰ）

内面被覆硬質塩ビライニング鋼管　（ＶＢ）

床下

屋内一般

屋外埋設

屋内埋設

屋外埋設 埋設ｼ-ﾄ　（150幅）

不凍栓以降土間下埋設

屋外露出 凍結防止ヒ－タ－＋ＧＷ保温筒＋ＳＵＳ

屋内一般

屋内一般

ＦＰ保温筒

ＧＷ保温筒

Ｙ０ Ｙ６

Ｘ０

Ｘ８



衛生設備器具表

1 2 1 4

1 2 1 4

1 1

1 1

1 2 3

2 2

211

1 1

1 1 1 2 5

1

22

換 気 設 備  機 器 表

ホ-
ル
手
洗
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合
計

男
子
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イ
レ

女
子
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イ
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多
目
的
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イ
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参考品番

Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修

長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 M-03機器表・器具表2026年度　井上地域児童クラブ増築工事

JOB NAME SHEET TITLE SCALE SHEET NO.DATE

―
026-246-7272℡

B社

名　称 仕　　　様

A社

コンパクト便器

リモコン（擬音装置付）

フラッシュタンク 洗浄便座（ふた付）　
洋風大便器

壁掛小便器

掃除流し

低リップタイプ 自動洗浄小便器　自己発電・節水タイプ

CFS498BK、TCF5534AC

UFS900WR

TLK05202J

KF-D3083AS

S-202A

L-176UAN,AM-300VC1

KF-24EM

U-A51MP

KF-920AE70012J

KF-471EH70

CF-AA64KUT

BC-P110SA、DQ-PA150CH

CW-PA21LQE-NE-R1

1

消費電力300W程度、分岐水栓付

紙巻器 棚付二連 樹脂製 取付金具 YH600FMR#NW1

手摺

手摺

手摺 樹脂被覆タイプﾟ L形

L形樹脂被覆タイプ Φ34 取付金具L700×H700×D120

Φ34 取付金具L700×H700×D90

樹脂被覆タイプ Φ34 取付金具

ライニングバックタイプ、レバーハンドル水栓、アングル止水栓、取付金具
ゴム栓チェーン付

はね上げタイプ（ロック付） L＝700

洗面器

手洗器

化粧鏡

流し水栓 自在横水栓 　　泡沫キャップ

耐食鏡 W350×H800 取付金具

コンパクトタイプ壁付け形

壁掛け

T112HK7R#NW1

T112CL10

T112CL9

L210C#NW1，TEL28SS1A

LSE870APFRMS#NW1 L-A74TAA A-5303W

YM3580AC

SK22A

T130EQ13C LF-12F-13-U

配管カバー付

他付属品一式
自動単水栓 （AC100V）　　

自動単水栓 （AC100V） 壁排水金具 他付属品一式

設置場所

多目的

ケア-室

遊戯室

トイレ

トイレ

冷暖房機器表

AC-1

インバーター制御

ルームエアコン 室内電源　20A

設置架台（樹脂製品）

壁掛タイプ（6帖用）

冷房能力（kW）：2.2（0.6～3.1） 暖房能力（kW）：2.8（0.6～6.8）

ワイヤレスリモコン 冷媒管： Φ6.4/Φ9.52

数

φ Ｖ

台

（組）
kｗ

寒冷地仕様

圧縮機（W）：600冷媒仕様R32

11001

3 200 2

1

1 100

100

2

1

番号 名称 機器仕様

電源

PH-1 電気パネルヒーター
壁掛形、自然対流タイプ、スチール製、暖房能力　0.5kw、
スイッチ部保護パネル付

パッケージエアコン

室外機

室内機

ワイヤードリモコン

PA-1 形　式　：５．０馬力相当　シングルタイプ　IV制御　　冷媒R32

能　力　：(冷房)12.5kW／(暖房)14.0kW　(低温暖房能力)15.9kW

圧縮機出力：2.30kW 送風機出力　：0.14

形　式　：天井カセット４方向

送風機出力　：0.10 kW

鋼製架台　H=300 コンクリート基礎は建築工事

冷媒管9.52Φ×15.88Φ

電気パネルヒーターPH-2
スイッチ部保護パネル付
壁掛形、自然対流タイプ、スチール製、暖房能力　1.0kw、

(冷房)0.76kW

(暖房)1.98kW

(冷房)3.08kW

(暖房)3.28kW

(低温暖房)5.7kW

0.5kW

1.0kW

遊戯室

φ Ｖ

24時間スイッチ（電気設備へ支給）（24時間換気用）

　　　　　深型ステンレス製ベンドキャップ１００φ

ＶDー１３ZC14（三菱電気）

ＶＤー１３ＺLC14（三菱電気）

全熱交換器ユニット

（24時間換気用）

　深型ステンレス製ベンドキャップ２００φ×２

コントロールスイッチ：

電気設備工事へ支給

ＦＸ－１

（24時間換気用） 　　　　　深型ステンレス製ベンドキャップ１５０φ

１

１

Ｐ-１８QR2（三菱電気）

　　　　　深型ステンレス製ベンドキャップ１００φ

型式　　　天井埋込形　インテリアタイプ

付属品　　インテリアパネル、リモコンスイッチ，防振吊金具，標準不フィルター LGHーN35CX3（三菱電気）

風量　　　３１０ｍ３／ｈ×７８Ｐａ　　熱交換率７０％以上

設　置　場　所

備　　　　　考

電気容量

台数仕　　　　　　　　　様名　　　　　称記　　号

１７０ｍ３／ｈ×２３Ｐａ　（弱運転）

Ｗ

１ １４０Ｗ

天井埋込型換気扇

付属品　　天吊金具（防振ゴム付），

風量　　　１００ｍ３／ｈ×４０Ｐａ

天井埋込型換気扇

付属品　　天吊金具（防振ゴム付），

風量　　　１００～４０ｍ３／ｈ×４０Ｐａ

VF－１

VF－２

注１）ベントキャップはＳＵＳ製，指定色焼付塗装，ガラリ付，水切付とする。

型式　　　壁付　プッシュ式給気ユニットＯＡ－１

３

１ １

１ トイレ，多目的トイレ

ケア-室

ケア－室

型式　　　低騒音型　

型式　　　低騒音型　

風量　　成行き

１５Ｗ

１５Ｗ

１００

１００

１００



Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修

長野県須坂市旭ヶ丘１７６２―４ＲＲＡ宮本設計 一級建築士事務所登録（長野）Ｆ第８６２６３号 2026.03 A3:1/50給排水設備詳細図 M-042026年度　井上地域児童クラブ増築工事

JOB NAMEDATE SHEET TITLE SCALE SHEET NO.

026-246-7272℡

100100

10
075

50

20

50

75

（丸型フード、ステンレス製、指定色）

既設下水枝管150

塩ビ桝100-150，H＝650、塩ビ蓋

（45Y）

塩ビ桝100-150，H＝600、塩ビ蓋

T14AA50

不凍栓20×600H、塩ビ蓋

以降配置配管図参照

（90L）

検査口桝150－200、鋳鉄蓋　H＝1.000

75（天井内）

20

50

50

20

※排水管は土間配管（埋設)とする。
　　但し器具廻りは一部架空配管とする。

※給水管は２重床内配管（架空)とする。

50

20

75

100

50
75

20

100

COA80

VC80

COA100

20PP

75

鏡

下部砕石0.5ｍ3入れ

手摺

手摺

手摺

鏡

鏡

鏡

+730

+540+440+340

BM＝±0

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Ｎ

W･WC

多目的WC

CH3000

49.01㎡
FL＝BM+730

遊戯室
ホール

手洗い

M･WCSK

収納 UP

玄関

AW(掃き出し)

収納

10,875

1,800 1,800 1,8001,800 1,8001,8001,800

10,800

1,
80
0

1,
80
0

7,
20
0

1,
80
0

1,
80
0



S

Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修
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DATE JOB NAME SHEET TITLE SCALE SHEET NO.

冷暖房・換気設備図
026-246-7272℡

改修平面図

R

R

屋内電源（コンセント）
室内外制御線、電源線は冷媒管共巻き、設備工事）

２４時間スイッチは電気設備へ支給、電源投入、配線共電気設備工事

FX-1；全熱交換器ユニット、電源投入、コントローラ配線（5C）、コントローラスイッチ（電気設備支給品）
　　　　　　制御線も電気設備工事

（屋内露出、樹脂ファインカバ-）

リモコン配線（本工事）

209.52Φ×15.88Φ

室内外制御線、電源線は冷媒管共巻き、設備工事）

露出冷媒管はステンレスラッキング

全熱交換器ユニットの給排気ダクトはGW25断熱施工の事。

換気用排気ダクトは外壁より1.0ｍはGW25断熱施工の事。

屋外露出ドレン管はカラ-塩ビ管を使用野事。

6.4Φ×9.52Φ
6.4Φ×9.52Φ

+730

+325

+240 +340 +540+440

X1 X3X2 X6 X7X4 X5

Y1

Y3

Y2

Y4

Y5

W･WC

収納

収納

SK
M･WC

手洗い

AW(掃き出し) ケア室

収納

UP

玄関

（6.0ｍ2）

CH2500

UP

１階平面図

遊戯室

既存建物増築建物

Ｎ

多目的WC

CH3000
49.01㎡

FL＝BM+730

遊戯室 玄関

ロッカー

CH2700

ホール

10,800

5006,700

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

7
,
2
0
0

7
,
2
7
5

1
,
8
0
0

10,875

1,800 1,800 1,8001,800 1,8001,8001,800

1 PH

2

PH1

PA

VF

2

VF

2
× 2

1

PA

1

FX

1

VF

100Φ

1

AC

1

OA

100Φ

100Φ

100Φ

PH

2

2
0
0
Φ

2
0
0
Φ

R

R

D

R
D

D

20A



不凍水抜栓　２０Ａ×６００Ｈ
ＢＯＸ共

（
10
0既
設
配
管
）

Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｒｏｏｔｓ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ 一級建築士登録　第２０８７７６号　　宮本　修
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JOB NAMEDATE SHEET TITLE SCALE SHEET NO.

既存棟　給水設備改修図
026-246-7272℡

改修平面図
既設撤去平面図

※給水管は２重床内配管（架空)とする。

下部砕石0.5ｍ3入れ

20VD

一部露出配管（電熱ヒーター巻き）

不凍水栓柱13×1500H(アルミ外装）
横水栓（再取付）

20

床点検口（建築工事）

以降改修工事

地中梁立上げ壁のコアー抜き
（50Φ×150㎜）

（撤去）

（撤去）

既設管切断

以降不用管（支障なきは残置）

既設ミニキッチン

既設連合流し既設屋外流し

（撤去）

横水栓（取外し、再使用取付）

遊戯室－１（一部物置）遊戯室－１（一部物置）

遊戯室－２

廊下

玄
関－
１
０
０

遊戯室－２

廊下

玄
関－
１
０
０

Ｔ

Ｖ
Ｐ
１
０
０

Ｖ
Ｐ
１
０
０

ＭＭ

ＶＤ２０

Ｈ
Ｉ
２
０

Ｈ
Ｉ
２
０

量水器　２０ｍ／ｍ
（既設）

量水器　２０ｍ／ｍ
ＫＲバルブ　２０Ａ
量水器ＢＯＸ

不凍水抜栓　２０Ａ×６００Ｈ
ＢＯＸ共

不凍水抜栓　２０Ａ×６００Ｈ
ＢＯＸ共

不凍水栓柱　13×1500H

１
４
，
４
０
０

９，０００

１
４
，
４
０
０

９，０００

Ｘ０

Ｘ５

Ｘ８

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ６

Ｘ０

Ｘ５

Ｘ８

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ６
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